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オープンソース LMS 活用事例：熊本大学での Moodle の運用と教材例 
熊本大学 喜多敏博

本スライドのアドレスは p.tl/XRiA です 

お手元の資料のスライドは、オンライン上にも置いて

いる。スマホやパソコン等の端末などでこのアドレスに

アクセスしてもらうと、同じものが見られる。つい 3分前ま

で手直しをしていたので、Ustream で見ている方も同じ

ように最新の状況が見られる。Twitter でもハッシュタグ

を付けてつぶやいて頂ければ、タグに沿って答えられ

るようにするので、そうしていただけると張り合いがあっ

て有難い。

TIES V8 は Moodle がベース。 

Moodle は今回の TIES V8 のベースになったものな

ので、ほぼ同じものだと考えていただければと思う。そ

のため基本機能は非常に重なるところが多い。

TIES には Moodle よりもさらに幾つか拡張された機

能があり、ストリーミングサーバや、Turnitin（レポートを

コピペして作った場合にその度合いや該当箇所を表す

ことができる機能）を連携できるように組み込んでいる。

このように拡張的な機能があるが、基本的には Moodle

がベースになっている。

そこで熊本大学での Moodle の運用状況をご紹介す

る。

TIES, Moodle では、e ラーニングを実施する上で基

本的な機能はカバーされている。資料を見てもらうと、

「TIES 共同利用マニュアル」という TIES V8 の使い方

のマニュアルへのリンクがある。例えば、授業で使うファ

イルをアップロードして公開するにはどうすればよいの

かなどについて丁寧に説明してあるので、これを見てい

ただくと使い方がわかる。少し絵が小さいと思われるか

もしれないが、全体の様子は小さい絵で把握してもらい、

細かい部分を見たければ、クリックすると拡大して表示

される。

TIES や Moodle を使ったことが無い方が参加者の中

におられたようだが、基本的な利用の流れが知りたいと

き、マニュアルをプリントし、一通り見たい方もおられると

思う。そのような際は富山大学のマニュアルが良いのか

なと思う。約 30 ページで、一通り基本的なことが網羅さ

れている。これがオープンソースの良いところで、コミュ

ニティが活発であればあるほど、このようなマニュアルが

オンライン上にあちらこちらに置かれている。それを上

手く活用すると、簡単に使い方を理解することができ

る。

科目、学生、教員の自動登録

例えば TIES をインストールして、大学がそれぞれで

使うことになったとする。通例、○○先生の○○学部の

経済学基礎・物理学基礎等といったデータが既存の

学務管理システム（ＳＩＳ）上に入っているはずである。

それが何百、何千科目もある場合、TIES 上でこの学部

のこの科目はこの先生が担当で、何百人というどの学

生が履修していて、という情報を誰かが登録しなけれ

ばならないと思われるかも知れないが、熊本大学では
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IMS エンタープライズ形式というデータファイルを介し

て全部自動登録している。

熊本大学では年間約 8000 科目を開講しているが、

それを全て試験運用している Moodle に自動登録して

いる。卒業生と入学生がどんどん入れ替わるが、約

10,000 人規模のユーザー（学生）を全部、学務管理シ

ステムからのデータを自動更新で取り込んで登録して

いる。私の経験としては IMS エンタープライズを使って

もらうのが最も便利で、問題なく全て自動登録されてい

く。もちろん TIES には Moodle の標準機能の一部とし

て入っている。場所は「管理」の 「サイト管理 ► プラ

グイン ► 受講登録 ► 登録プラグイン管理」に書か

れている。IMS エンタープライズは XML フォーマットだ

が、どのような形式かというのも、ヘルプファイルを見て

もらうと分かると思う。

申請がある度にコースを作成する

そこまで大きな運用ではない場合、私が便利だと思

っている機能は、コースリクエストという Moodle 標準機

能として TIES にも入っている機能だ。 

例えば先生がコースを明日から使いたいとする。「コ

ースをリクエストする」というボタンをクリックして 2・3 か所

の必要事項を記入して送信すると、管理者宛てに、リク

エスト（申請）があった旨のメールが送信される。そのメ

ールには申請を許可するための URI も載っており、管

理者がクリックすると、この人がこのような理由で申請デ

ータを出したと表示されるので、それを見て問題なけれ

ば「申請を許可」をクリックする。1 回クリックするだけで

申請した先生に情報が伝わり、その瞬間から先生はそ

のコースの教師となり、学生登録の準備をしたり中身を

どんどん作り込んだりすることができるようになる。登録

すべき科目のリストを見て管理者が手動で登録してい

くのは数が多いと大変だが、必要がある度にオンデマ

ンドで申請を出してもらって全てオンラインで行う。もし

メールで申請書を出してもらうと、必要な事項を管理者

が画面上で一つ一つ入力するのは大変手間がかかる

が、コースリクエストの仕組みで行うと、使いたいと思っ

ている先生と管理者、互いに負担が少ない形で新しい

コースの作成が出来るようになっていて便利だと思う。

コースリクエストの場所は分かりにくいが、サイトホーム

の表示されるどこかのカテゴリの中に入ると、一番下に

「コースリクエストをする」というボタンが出てくる。それを

押すだけで誰でも申請できる。（なお、TIES の標準設

定ではコースリクエストの機能は OFF になっている。） 

もちろん却下すれば何も無かったことになるので、何

でも受け付けなければならないわけではない。許可か

不許可のどちらかをクリックすることで直ぐに処理でき

る。

コースのバックアップを取っておくのは大事

実際に TIES・Moodle を運用し始めると、このような

IT システムは何時止まるか分からないことは恐らく皆様

は経験されていることだと思う。バックアップを取ること

は非常に大切である。先生がたくさんコースの内容を

作った際、「明日、万一消えると困る」と思えばその時

点のバックアップを手動で取ることができる。

例えば翌日になって、元に戻したいと思った時は、

直前に取ったバックアップを使うことで、元に戻すことも

できる。記録としても残しておける。学生が何をしたの

か、どのような評価を下したのかもバックアップに入るの

で、ポートフォリオ的な素材にも使えるデータとして残し

ておくこともできる。システムが止まっても学習履歴を含

むデータは残る。手動でバックアップするのはどうしても

忘れがちなので、自動バックアップもできる。設定のサ

イト管理 ► コース ► バックアップ ► 自動バックア

ップセットアップに行くと、毎週何曜日の何時からバック

アップを取るという設定が出来る。この設定は管理者し

かできない。最も頻繁に行う場合、毎日自動的に全て
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のコースのバックアップを取ることができる。或いは週 1

回・週 2～3 回といった特定の曜日に設定することも可

能である。そのようにしておけば、もし手動バックアップ

を頻繁に取っていなくても 1 日前や数日前の状態に戻

れるようなバックアップデータが自動的に残る。

バックアップを取るメリットはもう一つある。例えば、昨

年度に e ラーニングのコースを作り、今年度も基本的に

あまり変えずに作りたい場合、まず昨年度のものをコピ

ーしてくる。2012 年度に作ったものを 2013 年度に同じ

ものを使うとき、Moodle に「コースのコピー」という名前

の機能は無いが、バックアップを取ってリストア（バック

アップからもう一度コースを作る）することによってコピー

することが出来る。同じ内容のコースを 3 つ 4 つ作りた

い場合や、昨年度のものをコピーしてきて今年度のコ

ースを作りたい場合は、バックアップファイルが必要で

ある。バックアップファイルを持ってきてリストアの処理を

するとコースのコピーができる。

最新の Moodle ではコース単位ではなく、コースの中

のセクション単位（スライドでいう 1 枚 1 枚）でバックアッ

プを取ることができる上に、Moodle ではセクション内に

部品を多く置くことができるので、その中の部品毎のバ

ックアップ・リストアも出来るような設計になっている。他

のコースの 1 回分の内容を他のコースに使う場合や、1

個のリンクだけを他のところにコピーしておきたい場合

も、バックアップして他のコースにリストアすれば、1 回

分を他のコースにコピーすることができる。そのような便

利な使い方にも繋がる。

Moodle の使い方を知るには 

Moodle の使い方は、先ほども言ったようにオンライン

にたくさんアップされている。先ほどの TIES のマニュア

ルも一例であると言える。使い方を覚えてもらうときには

「とりあえず使ってみて下さい」というのが一番効果的だ

と思う。一通り書いているような簡単な 20～30 ページの

マニュアルを読んで大体の様子を掴んだら、とにかくこ

れは何だと思ったらクリックしてみること。最低限の事項

だけ記入して送信・作成というボタンをクリックして何が

起こるのかを試すことが一番効果的な方法だと思う。そ

れで分からないことも出てきたら、オンラインドキュメント

も見に行ってもらえばよい。富山大学と千葉大学は

Moodle のオンラインマニュアルの作成に力を入れてい

る定番のサイトだ、実際に色々な先生に使われており、

先生の要望や質問を受け、非常に詳細にマニュアル

が作られている。必要最低限のコンパクトな説明になっ

ているので使い易い。千葉大学のマニュアルは、印刷

して売っても良いのではないかというぐらい出来の良い

冊子が PDF で公開されダウンロードしてマニュアルとし

て見ることも出来るようになっている。 

Moodle のようなオープンソースのシステムを使うメリッ

トはこのあたりにある。千葉大学のマニュアルを熊本大

学で少し変更してマニュアルとして使いたいと思い、千

葉大学に問い合わせてみた際、「見つけて下さって非

常に嬉しいです」と感謝されるようなご返事があり、千葉

大学で頑張って作っているマニュアルを色々な方に使

って頂けることは張り合いになるというような意味のご返

事を頂いた。

オープンソースの広がりはこのような互助の精神であ

る。皆同じことをしているので、重なっているところは当

然何処かと共有して使える。e ラーニングの教材でも同

じことが言えるが、世の中が少しずつそのようになって

きているのかなとこの件で思っている。Moodle は、オン

ラインのコミュニティが昔から世界中にあり、日本にも 10

年ぐらい前から存在している。そこには毎日いろいろな

質問ややり取りがされているサイト（Japanese Moodle 

フォーラム）が存在し、何か分からなければここで聞い

てみると誰かが答えてくれると思う。私もここのファシリテ

ーターの一員だが、ファシリテーターは 5 人程おり、誰

かが答えてくれるようになっている。

誰でも書き込めるもので有名なものはWikipediaであ

る。誰でも編集して内容等を作っていけるシステムのこ

とを Wiki というが、Moodle 及び TIES にはそのような

Wiki の仕組みも入っている。例えば学習者がグループ

を作って、そのグループ内で色々とやり取り・工夫をし

ながら 1 つのレポートをまとめることにも使える。その機

能について、最近はバージョンが入り乱れているのでど

れが良いのかという質問があった。
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例えば Moodle や TIES で 4 択の問題や穴埋め問題

などのオンラインクイズを作ると自動的に採点が出来る

ので、先生が 100 人分のレポートを毎週見なくても、基

礎的な知識の確認であればオンラインのテストで効果

的に学習者の理解度を確かめられる。しかし作るのは

大変である。4 択問題にしても色々なところの欄を記入

しなければならず、1 問作ると疲れてしまうと皆が思って

いると、excel のような表を埋めてしまえば、自動的に

100 問ぐらいの問題を投入できるシステムを作ったとい

うような報告があるなど、皆がそれぞれ質問や作ったも

のを公開する場にもなっている。技術的な質問が多い

が、単純に困っているという質問もあり、初心者にも冷

たくあしらわずに割ときちんと答えてくださる。教育関係

の人が多いからかと思うが、そのような日本語でも質問

が出来るフォーラムがある。Moodle は基本的に英語圏

で使っている人が多いので英語のフォーラムが一番充

実しているが、英語が苦で無ければさらに色々な情報

が得られて、細かいところでも質問の返事が返ってくる

可能性が高くなる。

Moodle Docs という、オフィシャルな Moodle のドキュ

メントもある。これは割と固めのマニュアルなので、これ

だけで全てカバーできるわけではないが、これも一つの

重要な情報である。また書籍もこの 2～3 年は日本語で

はあまり出ていないが、古いバージョンの Moodle では

幾つか日本語の本もある。私も監訳で 1 冊出版した。

かなり古いバージョンの Moodle なので直接今回の

TIES には役に立つのかは分からないが、最新版の

Moodle は英語版の本であれば沢山ある。Amazon 等

で検索してみると出てくると思う。

教材例：ネットワーク援用教育論

運用に関する話を先にしたが、あとは教材例として、

Moodle 上においてどのように教材を作っているのかを

見てもらおうと思う。私自身が行っていた大学院の科目

を 2 つ持ってきた。お手元の資料には 1 科目しか載せ

ていないが、オンラインの資料にはもう 1 科目追加して

置いている。

１つ目は「ネットワーク援用教育論」という情報系の大

学院の科目。これは LMS （ Learning Management 

System）という TIES・Moodle のような学習支援システ

ム・学習管理システムと言われるものを調べ、PHP とい

う簡単な言語（Moodle や TIES は PHP で書かれている）

を使ったアプリケーションソフトを Web 上で作ってみる

科目だ。Moodle の良いところはモジュール化されてい

ることであり、カスタマイズが割と簡単である点だ。例え

ばビデオを収録して直ぐに公開する機能が欲しいと思

ったとき、Moodle の標準機能に簡単に追加出来る。機

能を追加したいときにプラグインを差し込んで新しい機

能が使える仕組みになっており、それは難しい知識が

無くても出来る。それを大学院生にも行ってもらうことで、

Moodle に機能を追加する演習をするという内容の科

目である。

この科目は、ストーリー仕立てになっており、まずは

最初の回にいくと「これはあなたの近い将来に起こる本

当の話？かもしれません。」と書かれている。モアイ君と

いう主人公が、もう少しで卒業ということで就職先を探し

ている。熊本で求人を見ていると、株式会社トッペン学

院という会社があり、IT 関係の人材を求めている。年俸

も良く残業も少ないという感じで、応募してみようという

ところからストーリーが始まる。

まずは入社試験対策として正しい基礎知識が無け

ればならない。LMS 関係の会社なので、LMS の e ラー

ニングシステムを使った授業と普通の対面授業はどう

違うのかを、入社試験で聞かれたら答えられなければ

ならない。あなたが LMS を活用するとしたら，どのような

ことを教えたい(見せたい)かと聞かれたら、それについ

て自分なりに調べてまとめてみなさいという課題を出す。

調べた結果はフォーラムにどんどん書き込むようにする。

各自調べてもらって良いが、まず私がヒントとして、この

あたりを見てみればどうかと書き込む。すると、そこそこ

の文字数内で自分の言葉で書いてくれる。そのような

感じで 1 回目は終わる。 

ストーリーが進んでいき、課題もそのストーリーに沿っ

たものになる。突然部長が来て、得意先にこのようなシ

ステムを納入するから、プレゼンできるように資料を作ら
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なければならないという仕事を投げてくる。学生は毎週

ストーリーが進んでいくのにしたがい、現実社会で今勉

強しようとしている IT 系のスキルがどう役立つのかを意

識しながらオンラインで課題に取り組む。方法はそれぞ

れ違うと思うが、私の場合はずっと遠隔だけで行うので

はなく、学期中に 2~3 回集まって、自分が作ったアプリ

についてアピールするプレゼンファイルをパワーポイン

トなどで作ってもらう。先程のフォーラムに上げてもらい、

これを使ってそれぞれ演台に立ってプレゼンをし、その

評価をしてもらうということもした。このように適宜オフラ

インの要素も入れながら行うと効果的ではないかと思

う。 

普通、レポートといえば他の人に見えないようにして

教員だけ見えるように提出してもらうが、私の場合は敢

えてフォーラムに提出させているので他の人の分も見

える。他人のレポートを真似ることもできるが、その反面、

あの人よりも良いものを書こうという意識も働くようで、割

と上手くいったと思う。本当に真似をしたら誰でも分か

ってしまい、他人の分をコピーしたことが一目瞭然なの

で、その抑止力が働くということもある。そのようなことを

TIES・Moodle でやることもできる。 

 

教材例：情報リテラシー教員向けコンテンツ 

 
もう一つは、e ラーニングの専門家を養成する文理融

合の大学院である教授システム学専攻で今、実施して

いる授業のコンテンツを持ってきた。 

この大学院の特徴の一つとして、ビデオ教材をなる

べく避けている点がある。この教授システム学専攻とい

う熊本大学のオンライン大学院は、基本的に社会人の

大学院生が殆どであり、98％を占めている。 

学部を出て 22 歳で入ってくる人は毎年 1 人いるかい

ないかぐらいでほとんど社会人なので、ビデオ教材は

そのような人には過酷である。社会人は通常平日の昼

間はほとんど時間が取れないので、土日に 1 週間分一

気にやってしまう。1 回 90 分のビデオ教材をすべて流

すと、殆ど朝から晩までずっとビデオを見なければなら

なくなってしまうので、ビデオ教材は使わないことにして

いる。既に社会人として知っていることも沢山あるわけ

で、成人らしくアダルトラーニングの考え方の一面もあり、

分かっているところは飛ばして、分かっていないところ

だけじっくり読んで学習ができるように、基本的にテキス

トと画像だけで説明している。 

文科省での設置認可の際の条件として 15 回きっち

り行うこと、そして学生と教員の間のインタラクションを 1

回 1 回きちんと行ったことの証拠として残すようにと条

件が付いた。 

そこで、簡単なレポートなどを毎回課すことになって

いる。それが通常の対面授業の出席に相当するもので

ある。学習者同士での教え合いをとても重視していて、

教師が全てを教える感じではなく、学生同士でまず相

談してみようとか、誰かが出したレポートについてコメン

トして何処が良くて何処が悪いのかを考えてみようとい

うことを何度もやるようにしている科目が多い。 

次もオンラインの資料に載っているので後で見てもら

ったら良いと思う。 

一部制限がかかっている部分があり、オンラインのテ

ストはゲスト権限では見られないが、これについては説

明する。このコースは情報リテラシーの先生に向けたも

ので、企業内教育・高等学校・大学等でコンピュータの

基礎や、ネットの使い方を教える授業を担当する先生

が e ラーニングを使うにはというコンテンツである。読み

物と簡単なタスク、先ほど言ったような毎回の出席に相

当するレポートがある。 

分かりやすい例を見てみよう。まず「リテラシー」という

言葉自体を説明していて、「リーガルリテラシーとはどう

いうことなのか」或いは「リテラシー同様の言葉としてケ

イパビリティとかコンピテンシーなどがあるが、その意味

の差が分かるように説明しなさい」という簡単なレポート

がある。このようなものが毎回の「タスク」として 15 回分

並んでいる。タスクと違い最終成績の点数の一部となる

のが「課題」で、課題 1 では、「情報リテラシーという授

業が 15 回あり、通年 30 回分（半期・半期の合計 30 回

分）で、どのようなことを教えているのかという典型的な

項目を挙げて下さい」という 30 点分の課題が書かれて

いる。後半になると、情報リテラシーの科目のシラバス

を書けるように順を追ってやっていく構成になっており、
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後でまた見てもらえば良いと思う。最後は実際にコンテ

ンツを SCORM や JavaScript を使って作ってみる。それ

を皆が見られるところに置いてもらい、それぞれ誰が誰

を評価しているのか分からないような状況で相互評価

する。Moodle のワークショップという機能を使っており、

きちんと評価指標を置く。例えば専門用語の意味を説

明しているか、ユーザビリティの観点から問題無いか、

字が大きすぎる・小さすぎる、1 ページの情報が多すぎ

るといった問題が無いかなどという評価指標を 5 つ設け

て、それぞれ 5 点満点のうち何点付けられるのか全員

お互いに評価し合って、最終的に私がそれも加味し最

終評価を決めてコメントを返すということを行っている。

コメントを返しながら評価することが可能で、これを私が

学生に返すと同時に学生同士でもお互いにやり取りし

ている。 

そのようなことが Moodle 上のワークショップのモジュ

ールを使えば可能である。 

オンラインに今日の資料が置いてあるので、詳細に

ついて質問があれば、質問していただければ幸いであ

る。 
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学認を活用した大学連携 IT 基盤の構築に向けて 
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学認を活用した大学連携 IT 基盤の構築に向けて 

 
 

ID 連携（学認）によるサービス共有 

 
現在、大学間連携のための認証基盤である学認に

ついて取り組んでいるところであるが、みなさんはいろ

いろな IT 基盤・IT サービスを大学でお使いになってい

ることと思う。大学ごとにどのようなサービスメニューがあ

るのかはそれぞれ微妙に違うかもしれないが、例えばこ

こでは Web メール・履修登録・給与明細等を挙げてい

る。 

昔はコンピュータで次々とそのようなサービスをオン

ライン化していく（今まで紙でやっていたことを電子化し

ていく）ことでシステムが立ちあがり、それぞれのシステ

ムごとに ID とパスワードが発行されて使い分けていた。

それが使いにくい・覚えられないということで、どのシス

テムを使う場合でも学内で共通の ID と共通のパスワー

ドで入れる統合認証が進んでいる。対応が終わってい

る大学もあれば、まだこれからという大学も存在している

状況である。 

さらにそのような ID・パスワードの統一をするにあた

って、より使いやすくするためのシングルサインオン

（SSO）という技術がある。一口にシングルサインオンと

いっても様々な技術があるため、どれを使うべきか、ま

たはシステムごとにどれに対応しているのかを判断する

必要があり、これが踏み込みにくい部分の 1 つであった。

しかし最近は統一的に使えるものや、様々なものに対

応できるものも出てきて、シングルサインオンも当たり前

になりつつある状況である。 

そうした中、シングルサインオンの技術を大学の中だ

けではなく、大学の外でも使えるようにする動きがある。

最近では大学の中のサービスをクラウド化しようという

動きが出てきており、大学の外のサービスでも大学の

サービスとして使う場合に、大学の認証そのものを外に

出す必要がでてきている。 

さらには電子ジャーナルのような他の会社が提供す

るサービスにアクセスする際、これまでは大学の IP アド

レスから大学を判断した上で電子ジャーナルを読むと

いうアクセス制限方式が主流であった。それがどこから

でも、その大学の先生・学生であることが確認できるよう

になれば、大学に居なくても出張先や自宅からでも電

子ジャーナルが読めるようになり、利便性の向上にも繋

がる。このように大学で管理されている ID・パスワード

（機関認証システム）をいろいろなところで上手く使って

いくことが、この取り組みのポイントになる。 

大学ではマイクロソフトのアクティブディレクトリーや

LDAP などユーザーディレクトリーを用いて、人事部門

や学生教務課の部門等がそれぞれのユーザーのアカ

ウントを管理している。それを学認に出していただくだ

けでよく、学認のために新たなユーザー管理のための

システムを構築する必要はない。少し追加するだけで

そのような便利な使い方が出来る。 

 

学認参加 Idp の推移（2013/4/1 現在） 
学認に関しては、2009 年ごろに技術的にどのような

11



学認を活用した大学連携 IT 基盤の構築に向けて 
 

NPO 法人 CCC-TIES   
オープンエデュケーションは大学をどう変えるのか 

ものかを確かめるため、実験的に始めた。本格運用が

2010 年頃から始まり、現在 3 年が経った。4 月現在で

は、参加している大学の数は 60 を超えた。 

日本の大学の数は 700、高等教育機関は 1200～

1300 なので、数字から見るとまだまだであるが、大きな

大学には入って頂いているので、高等教育人口として

は 350 万人中の 75 万人は学認に使用しているという

状況になっている。 

 
 

学認参加 SP の推移（2013/4/1 現在） 

 
どのようなサービスが使えるのかについても非常に気

になるところであるが、数としては 100 を突破し順調に

伸びている。アメリカ・ヨーロッパでも学術の ID を連携し

ようという同様の動きが先行して始まっており、日本は 5

年ぐらい遅れているように感じる。当初は、先行する海

外のフェデレーションに対応している電子ジャーナル

等に参加をお願いするところから始め、最近では日本

の出版社等にも声をかけて入ってきて頂けるようになっ

てきた。 

 

サービス一覧：電子ジャーナル 
具体的なリストがスライド資料にある。このリストに無

い出版社についても是非使えるようにしたいという要望

があれば、参加して頂けるよう積極的に協力していきた

いと思っている。 

 
学認は、前述のようにシングルサインオンの技術を

活用することによって利便性を向上させる仕組みであ

る。一方、電子ジャーナルもどんどん値段が高くなって

おり、大学も予算が厳しくなってきているため継続した

契約が困難になってきているという話もある。そこで大

学が集まって電子ジャーナルの契約のコストを下げよう

という大学図書館コンソーシアム連合があり、そちらとも

協力関係を持ちながら進めている。 

 

サービス一覧：教育・研究・コラボレーション 
電子ジャーナル以外のサービスとしては、こちらのペ

ージに載っているようなものも使える。一番上は

DreamSpark という Microsoft の開発環境を学生向けに

無料で提供するプログラムである。 

あとは幾つか代表的なものとして後のページでご紹介

したいと思っている。 

 
 

SP ごとの一ヶ月あたりのアクセス数 
資料は、どのサービスがどれぐらい使われているのか

を調べてみたグラフで、1 ヶ月あたりのアクセス数の値

の多い順になっている。学認が始まってから沢山使わ
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れているサービスはやや左のほうにある。最近、学認に

加わって使用され始めたサービスはまだ日が浅いため

右のほうにある。学認に参加してすぐに非常に激しくア

クセスされているものが、右の方でも高さが高くなってい

る棒で、それを見てみるとどのサービスがよく利用され

ているかが一目で分かる。 

 
 

学認で扱う属性情報（IdP から SP へ送出） 

 
学認は、ID・パスワードで認証した結果、その大学の

A さんだと確認したことを、サービスに対してお知らせ

するという仕組みである。ID・パスワードで認証すること

は、その人であることをきちんと確認したということである

が、学認はさらにその人の情報をサービス提供側に渡

す仕組みを用意している。サービスごとにどのような情

報を必要としているかは異なるので、それぞれのサービ

スごとに渡す情報が変わってくる。例えば電子ジャーナ

ルのようにその大学の先生・学生であるとことが確認で

きさえすれば、具体的に誰なのか気にしないサービスも

ある。その場合は個人を特定する情報は出さない。例

えばサービス C のところに書いているような、その人が

どのような身分なのかという情報だけを出す形の連携

になる。 

 

一方、ログインした上で、パーソナライズされたサー

ビス、例えばポータルのような Web サイトで自分の好み

に応じて出したい情報を設定したり、あるいは自分の興

味のある分野を登録しておいて、それを中心とする情

報が出るようにするには、個人ごとにいろいろな情報を

相手に覚えてもらう、つまり個人を識別するための情報

が必要になる。個人の識別子、つまりフェデレーション

内の共通識別子、あるいは仮名識別子を相手に渡す

必要がある。中には氏名のような項目もあるが、この辺

の情報を使っている例はほとんどない。 

同じような例として、大学コンソーシアム京都で単位

互換をする際に学認を使いたいという話が出たときに、

学生番号・職員番号といった情報を一緒に付けてやり

取りしたいということで、そのための属性情報を新たに

追加したことがある。 

 

テレビ会議用 MCU 共同利用予約・制御システム    
by NII 

 
実際に利用できるサービスとして、電子ジャーナル

以外のもので代表的なものを幾つか紹介する。 

まず、テレビ会議の MCU 共同利用サービスがある。 

例えば大学に複数のキャンパスがある場合、キャン

パス間で遠隔講義を行う大学もあるだろう。1 対 1 であ

ればそれぞれの部屋に端末があれば充分だが、3地点

以上で実施する場合、相互に接続するための装置が

必要になってくる。少し高価な端末を買うと 3 地点・4 地

点まで繋がるものがあるが、10 地点・20 地点となると、

専用のものが必要になる。しかし、それを大学として買

おうと思っても、何百万、何千万という値段になる上、

買っても週に数回使うだけとなると、コストパフォーマン

スが悪い。そこで複数の大学で共用することで利用効

率を上げるには学認の仕組みが便利に使えるのでは
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ないかということで、実証実験的にこのようなサービスを

提供している。 

 

Ｅラーニングでの学認の活用 

 
喜多先生の発表で Moodle の話があったが、学認を

活用した e ラーニングのサービスを提供している。これ

は学認に対応した Moodle をベースとし、コンテンツは

情報セキュリティである。 

それぞれの大学では、セキュリティポリシー等を定め、

それに基づいて、学生だけではなく教職員に対しても

定期的に情報セキュリティに関するリテラシーを向上さ

せていく必要がある。例えば講習会を開くにあたっては、

大学の全ての構成員を部屋に集めたり、どのような内

容の講習を受けさせるかについて頭を悩ませている人

が多いのではないかと思うが、解決する 1 つの方法とし

て e ラーニングがある。一般に、e ラーニングでは大学ご

とにシステムを立ち上げてコンテンツを用意することに

なるが、コンテンツをそれぞれの大学ごとに用意すると

手間がかかる。情報セキュリティであれば、内容が比較

的共通なので、皆さんに利用してもらえるようなコンテン

ツを提供している。 

 

学認連携 Moodle 講習サイトのしくみ 
 

さらにその講習を最後まで受けたという受講履歴を

大学にフィードバックする仕組みも用意している。学認

の仕組みを使えば、それぞれの大学の教職員・学生の

アカウントを e ラーニングの Moodle 側で作らなくても、

大学側の ID・パスワードでログインができ、各ユーザー

がどこまで進んだのか大学にフィードバックすることが

出来る。それぞれの大学が Moodle のシステムを立ち

上げなくても良い事例になっている。 

 
 

モバイル WiMAX キャンパスネットワーク接続サービ

ス 

 
これは無線ネットワークのアクセスサービスの 1 つで

ある。WiMAX のサービスであるが、それをキャンパスの

ネットワークと繋いだものだ。大学のキャンパスネットワ

ークは、大学にいる学生・教職員が認証してそこに繋

がるようになっているが、大学に来ないと使えないため、

外部からアクセスしたい場合は VPN などを使ってアク

セスする必要がある。ただ、VPN も面倒で、学生や文

系の先生では設定が難しい等、サポートが大変という

話がある。 

そこで、より簡単にキャンパスネットワークに繋げる仕組

みを検討した。WiMAX のネットワークの契約をする際

に、その大学に所属していることを確認し、確認ができ

た人の端末はキャンパスネットワークから引っ張ってい

る VLAN のほうに繋がるというものである。同じ WiMAX

のサービスだが、大学と関連づけて契約した場合には、

大学側のキャンパスネットワークに繋がり、大学に居る

ような状態でネットワークが使えるというサービスが実現

している。 
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MCPC award 2013 

 
このサービスは既に 4 大学ほどが利用を開始してい

る。「モバイルテクノロジー賞」をいただき、頑張った成

果を認めてもらえた。 

 

学認 IdP 対応学内サービス 
学認に対応しているキャンパス向けシステムの情報

を集めている。様々なものが対応してきているので、も

し次期システムを構築される場合は、次ページのスライ

ドを参考にして頂くと良いかと思っている。 

 
 

学認ブランドの使用について 

 
学認に対応したサービスやシステムの宣伝に学認の

ロゴを使って頂けるようにしている。いろいろなところで

学認に対応していると積極的に宣伝していただければ

良いなと思っている。 

 

学認への参加方法 
学認の参加方法について具体的な話はあまりここで

はしないが、オンラインで申請が出来るようになってい

る。 

運用フェデレーションに関しては、大学として申請が

あったことを確認するために、押印された書類を送って

頂く必要があるが、手続きは全部オンラインで出来るよ

うになっている。 

 
 

サーバ証明書発行プロジェクト 

 
学院に参加するにあたってはサーバ証明書が必要

だが、そちらも NII が無料で発行する仕組みを提供し

ている。 

 

学認による認証連携の礎 
最初に説明した認証連携の仕組みは、大学の壁を

越えていろいろな相手と遣り取りするための信頼関係

が大切になってくる。 

大学としてきちんとアカウントを管理していることを信

頼してもらった上で、サービス提供側がサービスを提供
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している。例えば大学として契約をしている電子ジャー

ナルの場合は、その大学の学生・教職員であることを

IdP という大学の認証システムがきちんと証明してくれる

ことを期待している。したがって卒業生がずっとアクセ

ス・認証できるようになってしまうと、電子ジャーナルの

契約形態としては適切ではないため、卒業生に関して

はアクセスが出来ないようにすることが大学側には要求

される。 

 
 

IdP の構築 

 
そのようなことを守りながら、大学は IdP（大学の認証

サーバ）を構築しなければならない。しかし大学として

簡単に用意することはできないところもある。NII では、

IdP のホスティングサービスを実験的にやっているが、

NII として継続的に提供することはなかなか難しいので、

このような IdP のサービスも、クラウド的に民間企業でや

ってもらえるようになると良いと思っている。 

例えばアメリカでは、アメリカの学術フェデレーション

として InCommon があるが、既に FISCHER という会社

が IdP ホスティングサービスの提供を始めている。日本

でも、例えばセシオス社が考えてみようということでペー

ジを作っているので、そちらも参考にしてもらえれば良

いと思う。 

大学間連携における活用の可能性 

 
ようやく、今日の本題に近づいてきた。大学間連携

における活用の可能性ということで、TIES から申請を

頂いき、学認を使えるようにしたいと相談を受けた。 

大学間連携という同じような例として、地域の大学コ

ンソーシアムがあるが、その中でも認証連携の仕組み

を使って積極的にやっている例としては、京都、石川、

信州、四国がある。自前で IdP を立てられないという悩

みを持っていたが、結局、それぞれの大学で IdP を運

用する場合が多く、他の大学のために提供するという

事例は、未だこの中から具体的には出てきていない。 

地域という枠組みでなく、同じ専門による連携（専門

教育連携）では、農学の大学院連合や獣医学の大学

院連合、他にも医学部といったところとの単位互換など

共同で教育を行う取組みがあり、このような大学の壁を

越えた認証連携が必要だという話を聞いている。 

 

共同利用サービス？ 

 
大学において IdP（認証サーバ）を立てることが難し

いという点に関して、別の視点から見た枠組みとしては、

NII・JST でやっている Read&Researchmap などがある。

これも IdPに対応しており、1つの大学ではなくいろいろ

な大学に属する方が登録されていて、認証も提供でき
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るようになってきている。そちらも同じように使えるので

はないかという話をしている。 

ま た 、 HPCI （ High Performance Computing 

Infrastructure）は、理研の京コンピュータや 7 大学の計

算センターや筑波や東工大などが連携する枠組みで

あるが、登録されているユーザーID を使っていろいろ

なサービスが使えるようにしていきたいという話もある。

独立行政法人国立女性教育会館では、女性教育関

係者に対する支援をする一環として、女性の研究者を

収容した認証サーバを作ろうという試みもある。 

医療系では、東大がやっている UMIN がある。これ

は東大だけではなく、全国の大学病院・専門医等が登

録されているシステムだ。UMIN の中で閉じた認証連

携はなされているが、それを使って学認の様々なサー

ビスにもアクセスできないかという話もいただいている。

このように、いろいろな大学に所属するユーザーが一

つの認証サーバに登録されて、それを使って学認にや

ってくるという動きも出てきている。 

今回の TIES もこれに近い話で、その中でも一番先

行して取り組んでいくことになりそうである。具体的にど

のようにしていくと綺麗に整理出来るのか、一緒に考え

させて頂けると有難い。 

 

学認システム運用基準で定める IdP の要件 

 
具体的に大学として何をしなければならないのかと

いうと、学認としては資料に記載しているようなシステム

運用基準を守ったユーザー管理をして下さいとお願い

している。名誉教授は扱いが難しいところであるが、大

学の肩書を有しているので問題ないとしている。しかし

OB は含めることはできない。 

識別子の再利用に関しては、違う人が同じ識別子で

一致してしまうと後々混乱するので使用しない、あるい

は一定期間空ける、一つのアカウントを複数人で共用

しないようにする等といったことがあり、その辺りの話は、

毎年アンケートで確認させていただいている。中には

設問の意図が分からずに回答しているところもあり、回

答内容の評価の一環として、IdP of The Year 2012 を 3

月に表彰した。今回は、一番模範的な回答をして頂け

たということで、大阪大学が受賞している。 

 

Level of Assurance (LoA) 

 
先ほどどのような基準でユーザーID を管理するのか

という話をしたが、厳密に突き詰めていくと保障レベル

の話に行きあたる。これが出てきた発端は、アメリカの

NIH（米国国立衛生研究所）が提供している医学生物

学系のデータベースにアクセスしたいという話になった

とき、アメリカ政府が定義している 4 つのレベルのうち、

最も低いレベル 1 に対応していることを示さなければな

らず、それに頑張って対応したというところからきてい

る。 

 

日本政府における電子認証ガイドラインと LoA 
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日本でもガイドラインが出来ていて、同様にユーザー

認証の保証レベルが 4 段階ある。今は一番レベルの低

いところへの対応であるが、将来的に様々なサービスを

利用できるようにしていくためには、より高く、よりセキュ

アな認証にも対応していく必要がある。 

 

InCommon Assurance Program 

 
アメリカの InCommon は、ブロンズ（レベル 1）やシル

バー（レベル 2）というランク付けをそれぞれの大学の認

証サーバに対してつけるようになってきている。そのよう

なことを日本でもやっていかなければならないという話

をしている。複数の大学が集まった認証サーバを立て

る場合に、どのようなことを考えなければならないのか、

課題として幾つか挙げてみた。 

 

検討すべき課題 
一番重要になるのは、1 つの認証サーバで複数の大

学に属するユーザーを管理する必要があるので、それ

を属性情報においてどのように区別するのか。あるいは

1 つのサーバで複数の大学を収容しているので、それ

を使った大学ごとの契約、つまりサイトライセンスに対応

するようなサービスを、どのように扱うのかという点であ

る。 

 
 

複数 LoA に対応した認証の利用イメージ 

 
学認が将来に向けて考えていくべき課題として、い

ろいろな事がまだまだあるので、一緒により便利な環境

を作っていきたいと思っている。 

 

InCommon Net+ Service Providers 
アメリカでは様々なサービスがネットプラスという仕組み

で使えるようになってきているので、日本でも広げてい

きたいと思っている。さらに学割サービスのよう仕組みも

考えている。 
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This work is licensed under a Creative Commons 
Attribution-ShareAlike 3.0 Unported License. 

 
 

より便利な、より確固とした学認の運用に向けて 

 
学認としてはより便利な環境の実現に向けて、システム

開発等の様々な研究開発をしているが、大学と一緒に

どのようにして取り組めば良いのかを考えながら取り組

んでいきたい。 
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ｅラーニングを活用した予習復習の徹底による講義の実質化 
帝塚山大学 日置慎治 

 

e ラーニング（TIES）を活用した予習・復習の徹底によ

る授業の実質化 

 
帝塚山大学の個別の授業の事例として報告したいと

思う。 

私が前任校から帝塚山大学に移ってきたのは 1997

年で、ちょうと TIES が生まれようとしている時期だった。

私の感覚では TIES とともに歩んできたように勝手に思

っている。TIES が出来た時、私は帝塚山大学の情報

教育研究センターにいたが、当時のセンター長の落合

先生が、先生方に協力できないかとセンターのプロジ

ェクトをいろいろと発案されていた。その一つとして e ラ

ーニングをやりたいという先生からの申し出に対し、具

体的にどのようなことが出来るのか議論しながら進めて

いった時期であった。 

当時、情報教育研究センターの職員だった堀さんが

TIES という新しいプロジェクトの担当に指名され、そこ

から現在のように拡大していった。私と情報センターの

課長の 2 人で、先生にどのようなことをしたいのかヒアリ

ングした記憶があるが、今となっては本当に懐かしい思

い出である。そのようなことから TIES の広報委員長とし

て、色々なところでTIES を積極的に紹介してきたつもり

である。ただ、TIES からは何も認められていないので完

全に自認ではある。 

 

日経サイエンス 
「日経サイエンス」という雑誌はご存知だろうか。私の

専門とするシミュレーション等、理科系の分野が非常に

多い雑誌だが、「シミュレーション科学への招待 コンピ

ュータによる新しい科学」という特集で私は並列計算の

記事を書いた。そのときに是非もう一つ書かせてほしい

とお願いした。タイトルは「問題解決環境としての教育」

で、色々な問題を解決する一番のコアは教育だという

切り口で TIES を宣伝した。少し自慢になるが、このよう

な雑誌に TIES が載ったことはあまり例が無いのではな

いかと思っている。 

 

日本計算工学会 
これも工学系の学会であるが、私が所属する日本計

算工学会でも特集が組まれたことがあった。その中の

教育のセッションで、大学教育の一環として普段は

TIES とはお付き合いの無い研究者の方々に宣伝して

いる。 

 

PSE ワークショップ 
こ れ も そ の 関 係 だ が 、 PSE （ Problem Solving 

Environment）という仲間があり、問題を解決するための

ソフトウェアを作っているが、ソフトウェアだけではなく

色々な仕組みも含めて考えるグループで研究会が開

かれている。そこでも何度か教育における PSE として

TIES があると話をさせていただいた学会報告の記事が

ある。 

このように地道に TIES を宣伝している。その他、大

学では TIES の運営委員など、初期から現在まで何ら

かの形で関わってきて、授業でも初期の頃から今年度

に至るまでほぼ毎回利用しているので、利用者としても

長い歴史をもっていると勝手に思っている。 

 

はじめに 
さて、ここ数年私は資料に記載しているような問題に

取り組んでいる。その実例について報告したいと思う。 

まず、大学生の学習意欲の低下。恐らくかなり長い

歴史があると思うが、毎年我々は同じような問題に直面

している。学習意欲の低下に関する雑誌・本はたくさん
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世の中に溢れている。それだけこの問題に悩まされて

いる先生が多いのではないかと思う。全国の様々な研

究会で毎年同じような話題が議論されており、先生方

が絶え間ぬ努力をされているものと思う。勿論、学習意

欲が低い学生が一部いることは事実だが、私は年度当

初、1 回目の授業のときには、意欲的な学生がたくさん

いると感じている。もちろん 1 回目から授業に出てこな

い学生もいるが、1 回目に出てきている学生は、この授

業で何かを得ようと思ってやって来る。ただし、回を追う

ごとに段々授業に出てこなくなる、或いは授業に興味

が無くなってしまうなど、モチベーションが下がってくる

学生を何とか出来ないかと思い、TIES をずっと活用し

てきている。 

解決目標は学生の学習意欲を如何に維持するか。

この点について TIES を使ってきた実例を報告する。 

 
 

学習への動機づけは可能？ 

 
この取り組みは何年も行っているが、e ラーニングの

TIES を積極的に活用している。 

文部科学省の言うままでは無いが、やはり予習・復習

をしっかりと徹底させて授業を実質化出来れば、結果と

して学生の授業内容に対する理解度を高めて動機付

けを維持することが出来るのではないかと考えている。 

さて、我々大学教員はいつも学生に色々と注文を付

ける。「何故そのようなことが出来ないのか」「そんなこと

は簡単だろう」とずっと言っているが、実は自分自身を

振り返ってみると色々と挫折してきている。私の失敗経

験をご紹介したいと思う。 

 

私の失敗経験 

 
いくつかキーワードがある。まずは「你好（ニーハ

オ）」、中国語である。 

私の専門は物理だが、大学院生のときに物理の共

同研究者がいて、その中に中国語を習いに行っている

先生がいた。当時は「中国語は研究には関係ないのに

何故習っているのか」と不思議で仕方がなかった。ある

時、彼が共同研究会に来て皆で中華料理屋に食べに

行った。するとその先生がペラペラと中国語で話された。

私は感動して中国語を勉強しなければならないと思い、

1 週間の短期無料講習会に参加して必死に勉強した。

最初から有料講座に行けば良かったのだが、自信が

無かったので、とりあえず無料のところに行ったのだ。

丁寧に教えてもらったが、結果的には四声で躓いた。

中国語が分かる方にとっては簡単なのかもしれないが、

私にはとても難しく、当時 1 度躓いて諦めてしまったの

で残念ながら未だに中国語が話せない。帝塚山大学

でも中国語の授業があるが、きちんと理解している学生

を見ると、大したものだなと私は尊敬の眼差しで見てい

る。 

挫折経験の 2 つ目はハングルである。私は長い間鶴

橋に住んでおり、周りには在日韓国人の方がたくさん

いた。私の子どもが通っていた小学校も半分ぐらいは

在日の方であった。保育園や小学校ではハングルと日

本語が併記されている。子どもたちは何の違和感も無

く、ハングルの言葉・単語を話すが、私はなかなか分か
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らなかった。子どもが知っているのに私が分からないの

はいけないと、半年か 1 年毎に「1 週間で覚えるハング

ル 」 の よ う な 教 科 書 を 買 っ て い る が 、 何 と か

「안녕하세요（アニョハセヨ）」のハングルを読めるぐら

いのレベルである。母音と子音が区別できて、言葉を

読むのは厳しいというレベルで、未だに習得出来てい

ない。本学の大学生もハングルの勉強をしっかりやって

いて大したものだと思う。私は普段からネットワークの授

業等で厳しく言っているが、このようなことは学生のほう

が素晴らしいと思っている。 

3 つは「Buongiorno（ボンジュール）」、イタリア語である。

サバティカルでイタリアのピサに行かせてもらったことが

ある。サバティカル前の半年間、イタリア語を勉強しよう

と教科書を買い頑張って勉強した。ちょうど息子を 1 人

連れていくことが出来たので、むこうの学校に入れて半

年間一緒に住んでいたが、息子はすぐにイタリア語を

理解した。今は大学でイタリア語を専攻しかなり話すこ

とができるが、私は半年間いても全然話が出来なかっ

た。 

最後は簿記である。簿記に関しては、帝塚山大学の

経営学部ではつい最近まで日商簿記 3 級を必修とし

ていて、しかもそれに合格しないと卒業できないという

かなり過酷なことをしていた。結果的にはそこまで進め

ない学生が多くいたため制度を変えたのだが、学生の

多くは簿記を勉強して資格を取っている。私も過去に

何度かテキストを買って勉強したが、途中で挫折して最

後までできていない。 

この 4つのパターンを見ると、私は今の学生たちに全

然及ばない。挫折する気持ちがよくわかるので、そのよ

うな経験を活かして何とかならないかと考えてきた。 

 

現状および改善の方法 
今回、最初は学習意欲があった学生が時間とともに

減衰するという事例を捉える。当初からやる気の無い

学生については置いておくこととする。 

彼らには一定のパターンがある。例えば授業につい

ていけなくなることがきっかけで学習意欲が低下し、面

白くない、休む、ついていけなくなるという負のスパイラ

ルに陥る。私の挫折の経験を思い出してみても、やはり

最初は分からない、分からないから面白くない、やりた

くないから逃げてしまうとパターンだった。したがって、

簡単なことでも良いので何らかの形で分かったと認識さ

せ、何とか次のステップに 1 歩踏み出させる。また頑張

ってもらって、また何となく分かったと思わせて…と繰り

返し徐々にやらなければならないと思う。しかし階段が

大きければ途中でやめてしまう。失敗を経験している私

にはよく分かるので、このような悪循環に陥らないよう何

とかしてあげたいと思っている。 

 
 

これを克服する方法として 

 
これを克服する方法として、e ラーニングの TIES を有

効活用した。これまでも予習・復習するようにと言ってき

たが、ある時からやはりもっと徹底してさせなければなら

ないと反省し、数年前からは予習・復習を厳密に点数

化し、その積み上げで単位取得できるという形にした。 

具体的には予習課題としてまだ習っていない講義の

内容を自習して、あるキーワードについて調べてレポー

トを書く。その他にも色々あるが、とにかく講義が始まる

前までの締め切りで 1 点とする。さらに講義が終わった

後に、その講義の内容に関する復習課題があり、満点

であれば 2 点。これは次の講義の前までに出す。した

がって講義 1 回で予習・復習すると 3 点、15 回分で 45

点。プラス授業参加点 5点。この辺りは授業中のレポー

トや学生に質問したり、前に出てきて書いてもらうことな
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ども含め、かなり柔軟に応用している。ている。そうする

と定期試験以外で合計 50 点となり、定期試験の 50 点

で合計 100 点になる。 

この割合を僕自身非常に気に入っている。どちらか

が欠けていれば合格しないので、学生は両方ともやる

ようになる。地道に平常点を稼いでおくと、最後の試験

であまり出来なくても合格出来る。地道に少しずつ継

続させるということを狙っている点数配分である。実際

は、授業参加点をもう少しプラスαすることがあるが、そ

の辺りは臨機応変に運営している。 

 

平常点が 50点、試験が 50点であることはシラバスに謳

い、平常点 50 点の上記内訳に関しては、初回のガイ

ダンス時に周知徹底 

 
このような点配分の件はシラバスに謳い、ガイダンス

の時にしっかりと学生に伝えている。試験一発で合格

しようと思っている学生も毎年いるが、そのような学生に

はそれでは駄目だと言ってきている。途中から出席して

「もう単位が取れないのか」と言う学生がいるが、それは

しっかりと学生に伝えなければならない。 

繰り返しになるが、予習・復習を厳密に点数化して、そ

の積み上げとして単位取得という結果を明確化してい

る。 

同じようなことを取り組まれている先生はいると思わ

れる。取り組み自体はそんなに難しいことでは無いが、

それを私もずっと続けてきている。TIES 上に各回の教

材を常に置くことによって、何時でも復習問題を解き、

理解を確認できる環境を構築できる。先ほど挫折した 1

つの原因に途中で分からなくなるという点があったが、

例え最初に間違えたとしても、もう一度出来るようにして

いるので、とにかく「自分は今回出来たのだ」と自信を

つけさせる。そして、日々の努力によって点数が積み

重なっていくので「自分は今 100 点のうち 30 点取って

いるのだ」ということが直ぐに分かり、学習が継続できる

のではないかと期待している。 

 

定期試験一発合否決定型 

 
一般的には定期試験一発で単位を認めるという先

生も確かにいる。それを図で描くと上記のような感じに

なるかと思う。横軸が時間軸で、一番左が授業の開始

時。縦軸は点数である。 

定期試験のときに 60 点越えていたら単位があり、60

点超えていなければ単位が無い。したがって、途中で

学生たちがどのような形で理解度を伸ばしているのか

はよく分からないが、たとえば最終的に定期試験の直

前に一夜漬けをして一発で合格点に達した人は単位

があり、残念ながら足りなかった人は単位が無い。そう

いったことは過去一般的だったのではないだろうか。も

ちろん、最初から一貫して勉強し、理解度満点の学生

もいるが、僕の経験では、最初は低く最後の最後で達

成するというパターンのほうが多かったのではないかと

思う。 

この方法は自学自習や一夜漬けができて、集中力

が発揮できる学生にはこれで良いと思うが、受講途中

の学生の理解度や達成度に関しては、別の何らかの

手段で我々が把握しなければならないので、もしかす

ると全員理解していないことを我々が把握せずに授業

を進めているかもしれないという危惧があり、良くない点

であると思う。 

 

積み上げ型 
毎回 3 点ずつ積み上げていき、最終的に定期試験

で点数を取って合格・不合格となるという積み上げ型

に変えた。普段から勉強しなければ試験前にいくら頑

26



ｅラーニングを活用した予習復習の徹底による講義の実質化     

 

  NPO 法人 CCC-TIES 
オープンソースの学習支援システムを核とした 大学の ICT 教育 

張っても合格できない。普段からしっかりと頑張ってい

れば 50 点取れるので、試験で 10 点取れば合格する。

積み上げ型にすることにより、本人にとっても我々教育

者にとっても受講途中の理解度や達成度が把握できる

ため、学習意欲の継続が不安な学生達には、学習意

欲が維持できるのではないのかと期待している。 

 
 

TIES を活用 
図は前のバージョンの TIES での TIES の「ネットワー

ク入門」という授業である。1 回目・2 回目・3 回目という

ように授業が構成されている。 

 

 
このうちの 2 回目の中身を見ると、各週にコンテンツ

を置くことができる。第 2 週目は、ネットワークの IP アド

レスについてだが、PDF で資料を置いていて学生は何

時でも確認できる、普通の e ラーニングである。予習・

復習は、予習課題は 1点、復習課題は 2点で合格であ

る。 

このようにコンテンツを置いて、学生達は締め切りま

でにしっかり繰り返して 45 点を取っている。 

 

教育実践による改善効果 

 
実際に学習効果を計ることは難しいが、資料のような

ものを学習効果の指標として考えてみた。これはとても

簡単なもので、出席率は e ラーニングに登録した数で

ある。実は学生は全員が登録するわけではない。私の

過去の授業では予習・復習したい学生のみ登録してい

る。その中でレポートを提出した人の数が実質の出席

率である。もしかすると授業に来ていないかもしれない

が、e ラーニングの出席率である。これで見てみることに

した。 

 

分母を受講登録者数にしなかった理由 

 
何故分母を受講登録者数にしなかったのかというと、

4 回生の学生は授業には出席せず、保険のために受

講登録だけする。あまり好ましい状況とは思えないが、

人数制限のある授業だと上級生優先になる。そうすると、

1・2 回生が受けたいのに受けられないという状況になる
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が、上級生の場合はその授業を取らないと卒業できな

い場合もあり、うちの大学では優先的に受講登録させ

ている。 

ところが、上級生は残り 2 単位で卒業できる学生も受

講登録出来るので、多めに登録していても最初の頃か

ら半分ぐらい来ない。そのような学生は分母には入れ

ないことにした。先ほど言った e ラーニングの登録者数

は予習・復習をし、加えてレポート作成して提出するた

めに必要な手続きを行ったやる気のある学生という意

味である。最初からやる気が無く、e ラーニングに登録

していない学生ではなく、最初からやる気がある学生を

分母にして測定する。 

 

（実質）出席率 

 
これが実質出席率の推移である。1 回目は 80％台で、

多くの学生がレポートを出している。回を追うごとに少な

くなってきているが、6割～7割程度で安定し、減ってい

ない。 

個別に見ると 6 割の学生が 100％出しているわけで

はなく、8 割ぐらいの学生が 8 割ぐらいレポートを出して

いるイメージだと思われる。とにかく回を追うごとに低下

しておらず、学習意欲を維持できているのではないかと

思われる。 

 

平常点の分布 
平常点の分布は、平常点が 0 点から 50 点あるが、

各 5 点刻みで平常点の分布を見たとき、平常点が 15

点以下の低平常点層が 1 割ぐらいで、この学生達は授

業に消極的で地道に点数を貯めようという意欲があまり

無い。真ん中のほうは約 3 割で判断致しかねる。平常

点で 8割以上ある学生が 6割ぐらいで最も多く、授業に

積極的である。真ん中若しくは低い方をしっかりと繋ぎ

止めることが大事だと思っている。 

 
 

定期試験の点数分布 

 
定期試験の分布はこのような結果になっている。縦は

人数、横は点数で、低い点数の学生もいるが、約 65％

の学生は合格ラインにいる。 

 
平常点と試験の相関 

 
この相関の横軸は平常点、つまり予習・復習の点を

書いている。縦軸が定期試験の点数。1 個 1 個の点は

1 人の学生である。60 点以上が合格なので、60 のライ

ンを引いて向こうが合格ということになる。 

見てわかることは、平常点をあまり取っていない、或

いはレポートをやっていない学生は、定期試験の結果
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も当然のことながら良くない。約 1 割の学生はこの部分

に属している。 

毎年分布は殆ど変わっていない。真ん中は授業の平

常点が平均ぐらいで試験の点数が真ん中ぐらいで、こ

の学生の上位は合格していて下位のほうは不合格とい

う形で分布している。それから、約 5 割の学生は授業に

積極的で点数も取れており問題なく合格している。した

がって、半分ぐらいが合格という感じになる。実は授業

に積極的で、予習・復習は 35 点か 40 点ぐらいになっ

ているのに、最終的に定期試験で点が取れずに不合

格になっている学生が約 1 割強いる。 

実はこの真面目なのに筆記試験では点が取れない

層へのフォローが毎年の課題である。そのような学生は

不合格にすべきだと言う先生もいると思うが、私として

は何とかこの学生達の点数を上げたいと思い、毎年

色々と行っているが上手くいかない。ただこれを見ると

授業には出席せず点数を稼ぐ学生は結果的に落ちて

いる。授業に出なくても合格する学生がいると、先生は

何のためにいるのかということになるため、ここにはいな

いのが少し救いである。 

毎年 1 回目に昨年の結果として見せ、授業に来ない

と合格できないことを説明しているので、やる方向に移

動するようになっていると思われる。 

 

まとめ・今後 

 
e ラーニング（TIES）を活用して、予習・復習を徹底さ

せることで、約 6 割の学生は授業に積極的に参加し、

学習意欲は低下していないと思われる。毎年微妙に変

わるが、同じぐらいの傾向である。先ほども言ったように、

この 6 割というのは 6 割しか授業に来ていないという意

味では無く、8 割ぐらいの学生がたまに休んで合計 6 割

ぐらいになっているというように解釈してほしい。 

平常点が低い、つまり授業に積極的に参加していな

い学生や、授業に来て座っているが予習・復習を出し

ていない学生は試験結果も低調であるが、逆は皆無で

ある。平常点が高く試験結果も良好な学生が約半数い

るので、やはりしっかりと日頃から積み重ねておくことが

最終的には大事なのではないのかと思っている。平常

点は高く予習・復習はしっかりやるが、試験結果が低

調で結果を出せない学生が約 1 割いる。その学生達に

関しては、今後の課題なのではないかと思っているとこ

ろである。 

TIES も V8 になって誰でも気軽に使えるので、是非

皆さんも一緒に使って頂き、何とか学生達がしっかり勉

強・学習できるよう私も願っているところである。 
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TIES V8 オープンソースにてリリース開始 

 
2013 年 6 月 12 日（水）にリリースした TIES V8 につ

いての報告をする。 

 

TIES の誕生 

 
TIES は、1996 年に帝塚山大学の経済学部の先生

方が講義資料をホームページにアップして見せたいと

いうことから始まった。1996 年は未だ e ラーニングという

言葉が出来ていない時代で、ようやくホームページが

出てきた時代である。Windows が出るかで出ないかと

いう時代、まずは帝塚山大学からホームページで教材

（講義資料）を Word や Excel で公開するところから始ま

り、2年後の 1998年には、大学プロジェクトとして推進さ

れ 、 こ の サ イ ト を TIES （ Tezukayama Internet 

Educational Service）と呼んだ。この頃になって、ようや

く e ラーニングという言葉が出始めた時代だったかと思

う。大学プロジェクトとはいうが、帝塚山大学は学生数

が 5000 人ぐらいの小さな大学であるため、大きな国立

大学と比べると、比較的簡単に大学プロジェクトになる。

それでも学長の承認のもと、このような大学プロジェクト

が始まったという意味では、先駆的な取り組みだったか

と思う。 

1999年に帝塚山大学だけではなく、甲南大学・関西

学院大学・武蔵大学・成蹊大学・帝塚山大学の 5 大学

連携で、講義を公開していくことになった。2001 年に

TIES を ASP により高等教育機関に無償提供するため、

1 台のサーバに多くの大学が接続し、それを利用する

ことにより e ラーニングを連携でやっていくことになっ

た。 

2006 年には NPO 法人（CCC-TIES）が設立され、

TIES の提供サービスは帝塚山大学が直接では行うの

ではなく、NPO 法人が行い成長してきた。 

 

1999 年のビジョン 

 
1999 年頃の TIES のビジョンと、そもそもなぜ TIES

が生まれてきたのかについて話を進める。 

当時は Web2.0 という言葉が出る前、インターネットと

いうものが出来てきた時代であった。教育は高密度の

情報の集まりであり、言い換えれば高密度の情報を提

供することがまさに教育なので、そのような教育がこの

情報だけの世界であるインターネットを使って行うという

ことは凄く楽しい教育ができるはずである。だからこそ、

インターネットを使った新しい高等教育の在り方を模索

していこうというビジョンから始まった。 

TIES のキーワードは、連携・共有・公開である。連携
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というのは組織を超えたコミュニティを形成していくこと

であり、象牙の塔と呼ばれるような大学の組織を超えて

教育コミュニティを形成していき、そのコミュニティの中

でシステム・コンテンツ・ノウハウを共有し、そして公開

する。すると今度は公開することによって大学間の競争

が生まれる。大学間が競争することによって、さらに教

育が良くなるのではないかというビジョンである。 

戦略としては、ASP による TIES の e ティーチング環

境整備である。この e ティーチングというのは、先生方

が安心して ICT 教育に取り組める環境を目指し、教員

のサポートを積極的にすることが TIES の当初のビジョ

ンであった。 

 

TIES 拡大 

 
これは 2003 年から 2011 年の TIES の参加大学の推

移を表している。TIES の参加大学は 11 大学から 2011

年度の 83 大学まで増えた。そして、教員ユーザー数は

52 人から 1,300 人近くまで上昇し、学生ユーザー数も

2,500 人程度から 70,000 人という、大規模なシステムに

なってた。 

 

2011 年の TIES の状況 
しかし、2011 年度何故終わったのか。実は 2011 年

度の TIES の状況はこのような状況であった。システム

の不具合が年間 57 件も起きていて、そのうち対応でき

たものは 15 件しかなかったのである。システム障害が

年間 109 件も起こり、そのシステム障害を何とか事前に

食い止めるための定期対応が年間 2,941 件、ほぼ毎日

何かリブートするなどの定期メンテナンスをしていたわ

けである。さらに学生からの問い合わせが 234 件、先生

からの問い合わせが 1,688 件。1999 年からの TIES の

歴史を語ってきたが、10 年近くスクラッチで独特で特殊

な e ラーニングを作り続けたために、そして e ティーチン

グというように、先生方の多様な要望をどんどんお聞き

して作ったために、整合性が欠如したシステムになって

いた。 

 
また、様々な補助事業を取ってきたが、特色ある教

育をシステムで何とか実施したいということで、非常に

実現できるようなシステムを実装していたが、そのため

にどんどんシステムが複雑化してしまい、このような状

況になっていったというのが、2011 年度の TIES であ

る。 

 

大学における情報教育の発展 

 
大学における情報教育の発展として「PC 導入」・「ワ

ープロ表計算」が大学に導入され、「イントラネット」が

大学に普及し、「LL 教室」等が登場した。そのうち「イン

ターネット」と「e ラーニング」が出てきて、現在は「クラウ

ド」・「SNS・ポートフォリオ」というように、どんどん発展し

てきている。この「PC 導入」・「イントラネット」・「ワープロ

表計算」・「CAI」は、第 1 世代といい、当時はとにかくコ

ンピュータを使って授業をすれば大学の特色になった。

Excel と Word さえしておけば、この大学は面白い授業

をしていると思われるような時代が 2000 年の手前だっ

たかと思う。丁度「イントラネット」と「CAI LL 教室」が出
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始めた時代、未だ e ラーニングが出てくる前に TIES が

誕生しているわけであるが、この頃の TIES というのは、

非常に目新しくて面白い特色ある教育だったと思う。だ

からこそ先駆的だということでどんどん取り入れられた

わけである。 

しかしながら、e ラーニングは大学の情報の入れ替え

のときに入って当たり前のシステムとなった。学生が e ラ

ーニングをする・しないに関わらず、大学教育の中に e

ラーニングはあって当然の時代である。既に e ラーニン

グはコモディティー化していて、学習して当たり前の世

界というわけである。 

 

TIES V8 の設計目標 

 
そこで我々も視点を切り替え、このシステムで特殊性

を出したり面白くて変わったシステムを作るのではない、

TIES V8 の設計目標を立てた。連携・共有・公開のビ

ジョンは TIES の命でもあり今後も守っていくが、面白い

システムを作るのではなく、汎用的なシステムを作って

いくことにした。且つスケーラビリティが高いシステムを

使い、しかも低コスト（運用保守・負荷の低減）でやって

いく。しかし各大学の利用の独自性があるので、それに

対応できるようにする。以上を TIES V8 の設計目標とし

た。 

 

オープンソースでの開発 
以上のような設計目標をもとに作った TIES であるが、

これは世界標準のオープンソースである Moodle がベ

ースであり、標準的で汎用的な LMS になっている。

Moodle は世界的に多く使われているシステムのため、

マニュアルは TIES から入手しなくても世界中の何処に

でもいろいろな言葉で転がっている。そして学認による

緩やかなトランスフレームワークによるコンテンツ共有、

共同事業ということで素の Moodle に学認の Shibboleth

認証のモジュールを標準実装している。誰でも簡単に

というと語弊はあるが、学認が連携し易いものを標準実

装している。そのお陰で、Moodle・TIES を入れた大学

同士は、最初から標準で単位互換等の共同授業が出

来るようになっている。 

 
Moodle HUB という Moodle の教材をこちらにリンクを

張るか、アップロードして教材共有する仕組みを使って、

TIES の教材共有もすることができる。ここでいう「緩や

かな」とは、勿論このオープンソースで配る TIES の学

認認証は標準実装しているが、オープンソースなので

外して使うことも出来るという意味でだ。学認とは関係

のない Shibboleth 認証も可能である。 

「既存オープンソースをマッシュアップし、効率的に高

機能を実現」。後ほどいくつか紹介するが、Moodle の

既存のモジュールをテストして、バージョンアップをかけ

て、最適化してマッシュアップしている。Moodle を導入

された方はご存知かと思うが、Moodle にはいろいろな

オープンソースのリソースがある。しかし、それを選んで

集めて自分の環境に合わせて、ある程度学生が使える

レベルに持っていくには。時間とコストがかかる。そのよ

うなことを全て私たちのところでやっている。 

 

Moodle をベースにマッシュアップ 
それをオープンソースで提供し、各利用大学の開発

費・運用費を低減しているわけで、具体的にマッシュア

ップ・パッケージにしたモジュールは 5 種類ある。

Moodle を中心にして学認の Shibboleth モジュール、ラ

イブ・録画モジュール、レポート評価モジュール、ビデ

オ問題作成モジュール、VOD モジュール、TIES スキン

だ。これらは単にマッシュアップセットにしたわけではな

く、各モジュールを連携させている。 
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例えばライブモジュール・VOD モジュール・ビデオ問

題作成モジュールは単にバラバラに合わせたのではな

く、ライブモジュールでライブによる授業を実施したもの

を録画して、VOD モジュールで VOD 配信して、それに

クイズを付けられるという一連の連携もカスタマイズして

行っている。 

 

複数のアプリケーションを即導入 

 
学認としての IdP サーバ、ライブ用サーバとしては

OpenMeetings、これは無償のフリーサーバになってい

る。VOD サーバとしては WOWZA のストリーミング用サ

ーバ、こちらは有償になっている。mplayer モジュール

は我々が開発したモジュールであるが、この WOWZA

サーバ自体は、WOWZA 社のライセンスを買う必要が

ある。turnitin モジュールはレポートの剽窃チェックモジ

ュールである。学生が出したレポートをネット中のいろ

いろなリソースと比較し、何%コピペしたのかが出てくる

モジュールで、こちらもライセンスを購入して頂くことに

なる。 

このような無償のシステム及び有償ではあるが安価

のシステムをパッケージにして、最適化したモジュール

をメインパッケージとして提供している。 

 

コミュニティによる支援体制 

 
NPO 法人の役割は何なのか、オープンソースのもの

を提供するだけなのか。今後の NPO 法人の役割として

は、Moodle に関する研究者・技術者のコミュニティで

TIES というキーワードではなくて、TIES で使っている

Moodle・学認というようなテクノロジーを先生方・研究者

の方々にどんどん研究して頂いて、新しい TIES V8 を

作っていきたいと思っている。このようなノウハウを NPO

法人で適宜まとめながら、新しいオープンソースのシス

テムを作っていければと思う。 

今回の TIES V8 に関して、設計・製作は業者にお願

いしたが、その評価やこのようなことをしたほうが良いと

ったことは、Moodle 関係と学認関係の先生方に研究

の一環としてレビューしていただいた。したがってこのよ

うなオープンソースは、NPO 法人を通じて安価で高機

能なものを提供できるのではないかと思っている。 

 

OpenMeetings（ライブシステム） 

 
これは、オープンミーティングスのライブシステムで、

Web カメラで撮影し、パソコンに書き込みをしている模

様である。基本的な機能としては Web カメラでのライブ

講義・ホワイトボードへの書き込み・資料の配布と書き

込み、後で時間があればご紹介するが PC 画面の共有
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は非常に便利な機能であり、Word や Excel を立ち上げ

て普通に授業をしてそれをライブで配信できる。 

Google appsでもあるような機能であるが、それも簡単に

録画できるので授業収録が簡単に出来て非常に便利

である。 

 

Glexa（動画へのクイズ追加、閲覧履歴） 

 
これは Glexa、動画へのクイズ追加・閲覧である。フラ

ッシュプレーヤーを使っているのだが、ビデオにこのよう

な問題を付けるとビデオの再生途中に問題が出てきて、

解答しなければ次のシーンに進めないという、通常のビ

デオコンテンツをさらに付加価値の高いコンテンツにす

るモジュールが付いている。 

 

Turnitin（レポート剽窃チェック） 

 
スライドはTurnitinの画面である。赤いところは、学生が

31%真似しているということを示している。レベルの高い

Wikipedia や他の方の論文と比較することも出来る上

に、学内の学生同士のレポート提出のチェックもするこ

とが出来る。 

 

帝塚山大学 
先週にリリースした TIES V8 であるが、帝塚山大学

では一足早く 4 月 1 日から 2013 年度の授業として導

入している。 

 
帝塚山大学の実際の画面を紹介する。帝塚山大学

の場合は学部ごとにコースを分けているが、これは各

Moodle の設定で行える。帝塚山大学の場合は、希望

する先生だけにコースを作る権限を提供しているので、

空っぽの講義はなく、全てアクティブの講義になってい

る。 

ログインは学認の Shibboleth ログインで行う。今使用

しているアカウントは私の大学共通アカウントだが、この

アカウントを以って大学の全てのシステムに入ることが

でき、その一環として TIES にもログインすることができ

る。 

先ほど mplayer で授業をライブ収録すると説明した

が、これは先生達が自身で撮っているの。最初に自分

で設定しているシーンが映っている。これは学生の復

習用なのでだが、mplayer で画面キャプチャーを録画

している。これはパソコンだけでやっている。これまでは

画面キャプチャーをする場合は、特殊なエンコードのソ

フトを入れていたが、今回 mplayer を使ったお陰で、パ

ソコン 1つでこれぐらいの映像をどんどん取り込むことが

出来て、音も非常に綺麗なものが出る量になった。これ

がフリーソフトなのかと驚いている次第である。このよう

な感じで、帝塚山大学で TIES を実際に使用している。 

 

利用大学・講義・学生数 
スライドは今年度の新しい TIES になってからの変化

で、帝塚山大学内の状況を示している。 

昨年度までは 24 名使っていた教員が、今年度前期は

22 名、利用学生が 1,254 名に対して 875 名、開講コー

スが 54 コースに対して 55 コースとなっている。2012 年

度前期の 6 ヶ月分と 5 月までの 2 ヶ月分のデータなの
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で正確な比較は出来ないが、新しいシステムに入れ替

えたにも関わらずほぼ同じ推移で来ている。100％違う

システムに変えたにも関わらず、先生方は本当によくつ

いてきてくださったと思う。数字だけを見ると変わらない

ようだが、実際このシステム入れ替えを経験した担当者

は非常に感動のようで、全く変わらないということが自

慢になるわけで良かったと思う。 

 
 

アクセス状況 

 
Moodle 各アクティビティーごとにどのようなアクセスロ

グがあるか、ラーニングログが見ることができる機能があ

る。１か月のラーニングを見たところ、全部で４万件近い

ビューがあったが、そのうちの半数以上が小テストをし

ていた。やはり普通に講義をするよりも小テストを沢山

させるほうが、学生は勉強していることがこのグラフから

読み取れる。 

 

運用保守の負荷を低減 
従来システム不具合が沢山あったが、システムを入

れ替えた結果、57 件（15 件）のシステム不具合はたっ

た 1 件になった。システム障害も 109 件あったものが 0

件に、3,000 件以上していた定期対応が 1 件だけに、

学生からの問い合わせは 234件あったものが 10件にな

った。234 件のほとんどはパスワードの問い合わせであ

る。これ関して、以前は学内でシステムごとに異なるパ

スワードを発行していた。大学としては利便性に欠ける

ものの仕方が無いという状況であったが、今回学認に

してシングルサインオンになったお陰で、もし学生がパ

スワードを忘れたらそもそもパソコンを一切触れられなく

なるため、TIES へのパスワードの問い合わせは無くな

った。先生からの問い合わせの減少数は凄いものがあ

ると思う。 

先ほど説明したように、システムを変えたにも関わら

ず 55 件しか先生から問い合わせが無かったということ

は、我々の作成したマニュアルが如何に優れていたの

かというのは冗談としても、帝塚山大学のレベルの高さ

なのか我々の努力なのか、非常に良い結果となった。 

 
 

サービス概要 

 
帝塚山大学においては大成功の TIES であるが、

NPO 法人としては帝塚山大学のためだけの TIES では

ないので、スライドに記載したものをオープンソースとし

て提供していきたいと思っている。 

NPO 法人としての TIES システムに対するサポートは

2 つある。まずはオープンソースによる提供、こちらは今

月リリースしている。オープンソースによる提供により、
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システムの入手・構築・カスタマイズを誰でも行うことが

できる。更新情報・セキュリティ情報は、法人からシステ

ムのバージョンアップや情報提供をしていくので入手で

きる。今後、いろいろな先生方などでフォーラムを作り

ながら情報共有していきたいと思っている。 

導入運用支援に関しては、自分達では出来ないの

で手助けしてほしいという方、オープンソースでももっと

保障の付いたサポートが欲しいという方に、有料で技

術的にしっかりしたサポートを提供する。 

オープンソースの提供といっても、自分でサーバを

立ち上げてソースをダウンロードするのは、なかなか厳

しいかと思う。そのような個人の先生に関しては、今回

は個人の大学関係者に限らせて頂いているが、共同

利用サイトを提供する。サイト自体はすでに立ち上がっ

ており、6 月 17 日から一般の申し込みを受付けることに

なっている。これについてはまた、メールでリリースして

いく。共同利用サイトは無償の範囲内では年間 1 コー

スまでの利用が可能である。先生に対して 1 アカウント

を発行し、学生には 1 アカウントまで無償で提供する。

また、3 インシデントまでのヘルプデスクを無償で使うこ

とができる。先生 1 アカウントに対して、学生 1 アカウン

トでどのような授業をするのかという話はあるが、これは

あくまでも無償の範囲である。1 カウントでもレポート提

出も含めてある程度出来る範囲はマニュアル化してい

るので、無償の範囲内ではこちらでお使いいただけれ

ばと思う。ただ別途有料利用プランも用意していて、普

通に使いたいという方は、こちらの有料サービスを使っ

ていただければと思う。 

 

大規模オンラインコース基盤 

 
今後の計画として、先ほどコモディティー化した e ラ

ーニングと紹介したが、この Moodle HUB の TIES の仕

組みは大学の中だけの e ラーニングという狭い範囲で

はなく、大規模オンラインコース基盤の一貫として構築

している。大規模オンラインコース基盤とは、目標 100

万人単位の学生が同時に受講できる仕組みである。 

100 万人単位のオープンエデュケーションを我々は

どのようにして提供していくか。そのレベルのシステムと

なると、大学の中でも良いシステムになるので、夢を持

って 100 万人単位の大規模オンラインコース基盤を作

っていきたい。全体像としてはこれだけ大きなものを今、

研究開発している。 

注目したいのは、Moodle に対しての電子書籍から

のアクセスである。この電子書籍はサーバも何も要らず

に、USB に電子書籍を入れて渡せばどんどん普及して

いく。その普及した電子書籍から、学認経由で Moodle

にアクセスしていけば良い。つまり、Moodle もポータル

（入口）が Web ブラウザではなく、電子書籍になるので

はないかということが今の切り口だ。実験的構築は既に

出来ている。 

 

新しいコミュニティ 

 
全体像として、大学の教育の向上を目指して TIES

コミュニティを作っていく。大規模オンラインコース基

盤・研究者の先生方のチロコミュニティ・オープンエデ

ュケーションといった大きな目的の基盤を下に置いて、

その成果として大学教育が良くなっていけば良い。 

 

ロードマップ 
TIES V8 を 7 月中に Moodle2.5 にバージョンアップさ

せ、更にオープンソースを提供したいと思っている。た

だ、その上にはCHiLOという大規模オンラインコース基

盤の大きなプロジェクトがある。世界を変える教育、日

本を変える教育、そして大学を改革したい、良い教育
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をしたいという教育基盤を目指していきたい。 
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大規模オンラインコース基盤への取組 

 
「大規模オンラインコース基盤への取組」の概要と実

践を紹介する。 

本日の CHiLO Book の特徴の 1 つは、これからどん

どん普及してくるタブレットを使うこと。そしてもう 1 つは

電子書籍である。その 2 つのキーワードを皆さまに体感

頂こうと思い、今回のプレゼンはいつも見慣れている

PowerPoint ではなく、Mac を通してタブレットの画面を

映し出している。 

CHiLO Book は、電子書籍の形態で収まっている。

書籍なので目次があり、何処へでも飛べるようになって

いて、ページ内にコンテンツが差し込まれているという

形になる。私のプレゼンも正に TIES の CHiLO Book の

スタイルで作ったものだ。 

 

大規模オンラインコース基盤とは 

 
まず、堀さんからも話があった「大規模オンラインコー

ス」とはどのようなものなのか、すこしおさらいする。これ

は TIES の定義があるわけではなく、TIES のビジョンの

ような形の大規模オンラインコースの定義として考えて

ほしい。以下の 3 つが私達が考える「大規模オンライン

コースの基盤」である 

・100 万人規模の学習者に対する新しい教育基盤を

作りたい 

・100 万人規模の学習者に安定的なオンラインコース

を提供したい 

・学習者・教育者の負担を下げる効率的な仕組みを

作りたい 

キーワードを集めると「100 万人規模の学習者」、「新し

い教育基盤」、「安定的なオンラインコース」、そしてそ

れらを実現する「効率的な仕組み」として新しい仕掛け

を作っていくというものである。 

これを私たちは LSOC（Large Scale Online Course）

と呼んでいる。これは私たちの造語なので、何処を調

べても多分無いと思う。 

 

ターゲット 

 
この LSOC はどのようなところをターゲットとしている

のか。 

本来 LMS は大学・学部など特定のユーザーのター

ゲットがあるが、Large Scale Online で 100 万人規模と

なると、敢えて外国の大学などという枠組みでは考えら

ないそれ以上の枠組みになる。そこで私たちが考えて

いる 3 つのターゲットの 1 つ目が Mass Customization。

大衆といっても色々なグループが出来るが、そういった
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グループをそれぞれターゲットとしていく。次のターゲッ

トが Personalize Marketing。大衆でかつ一人一人をタ

ーゲットとしていく。もう一つが One-on-One。マンツーマ

ンというような意味だが、個別のコミュニケーションの遣

り取りが出来る、人と人との繋がりをまた一つのターゲッ

トとしていく。この 3 つのターゲットのコンセプトを私たち

は持っている。 

Amazon のビジネスは正にこの 3 つをターゲットとして

成功した事例だと私は考えている。Amazon は色々なも

の を サ ー ビ ス ・ 商 品 と し て 提 供 し て い る （ Mass 

Customization）。また、それぞれの個人の志向に合っ

たものの提供が出来る（Personalized）。それから一人

一人のアカウントに対して購入履歴があり、その人に対

して Recommend する（One-on-One Approach）。そのよ

うなサービスを Amazon が実際のビジネスで商品の販

売として提供している。それを私たちは学習環境として

提供していくというコンセプトで考えた。直接イコールに

はならないが、そのように考えて頂ければ分かり易いか

と思う。 

 

Four Domains of Higher Education 

 
現状の高等教育をどのような形で分けたら良いのか

を、まずは学生の数の多い・少ないで分けてみた。縦

軸で Large と Smal に分け、Generalize したものと

Personalise にしたものという軸で 4 つのゾーンを作り、

そこでどのようなサービスやインフラが提供されている

のか、枠の中に当てはめている。 

まずは Small で Generalize。小さい単位で一般化さ

れたもので思い浮かぶものが、私たちが通った大学で

ある。先生がいて大学がある。Traditional School と書

いているが、例えば大学のキャンパスがあって学校が

あるといったイメージ。そういったものが Small で

Generalize されたものである。 

次に、Large で Generalize。これは大規模でかつ一

般化・大衆化したもので、これがいわゆる LMS で Web

を使ったシステムである。今話題になっている MOOC

などの Open University、たとえばスタンフォードやハー

バードや MIT でやっている Coursera、Edx、Udacity と

いうようなものもこの分野に入るのではないかと思われ

る。 

3 つ目は Small で Personalize。小さい範囲でかつ個

別に対応できるような仕掛け・サービスの Flipped 

Classroom。Flipped とはひっくり返したという意味で、オ

ンラインのビデオで学習できる環境が整うことによって、

敢えて学校に来なくても授業を受けられるという発想で

ある。今までの授業はオンラインで良い。Out of Class

は家で学習する、In Class は実際に学校に来て学習す

るということである。家でオンラインのビデオを見るなど

して e ラーニングで学んだものを、学校に来て自習した

り、ディスカッションをしたりする。帰ったらそれを復習し、

テストや次の予習をする。今までの学習法をひっくり返

すような発想で、様々な大学で始められている。 

もう一つのエリア、ここは私たちが目指すところで大き

いスケール（Large Scale）で個別に対応できるゾーンで

ある。そこで今、少し注目しているのが NovoED である。

これはスタンフォードの Coursera から派生したものらし

いが、MOOC でありながら、個別にチームワークやプロ

ジェクトという手法を取り入れているオンラインコースと

なっている。 

私たちはこれから新しい形の第 4 のエリアのほうに進

んでいくと思い注目した。One-on-One ということで、タブ

レットと電子書籍をインフラにして新しい手法のサービ

スを開発していくことが、TIES の考える電子書籍をベ

ースとしたプラットフォームで、正に私たちのターゲットと

するところである。 

 

Worldwide Market Forecast 
何故タブレットと電子書籍なのか。2013 年には、タブ

レット PC の出荷率がノート PC を超えた転換期の年で

ある。CNET に最近出た記事にには、2015 年までには

タブレット PCがパソコン全体をも追い抜いてしまう、と書

かれていた。今年から 2015 年にかけては ICT 環境に

関してのパライダムシフトが起こり、それに関する色々な
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サービスが出てくると考えている。 

 
 

電子書籍のポータル化と「学認」の採用 

 
その 1 つとしてタブレットと電子書籍に注目している。

今の電子書籍は文字があり、ぺらぺらとページをめくる

ようなイメージをされている方が多いと思うが、実際その

ような電子書籍が多い。今紹介している電子書籍は、

色々な要素を埋め込んで表現できるようになっている。 

その特徴を以下に挙げてみた。 

・出来るだけ分かり易くて見やすいスタイルにしたナノ

レクチャーのコンテンツを電子書籍に丸ごと埋め込

める 

・電子書籍から LMS（Moodle・TIES）にアクセスする

ことが可能 

・学認が途中で入ると、本人認証が可能になる 

・LMS からアプリケーションを提供して、コミュニケー

ションツール・小テストを電子書籍の中で受けてもら

うことができる 

・LMS の中に、電子書籍で学習した履歴を蓄積する

ことができる 

・インターネットにアクセスできるので、Facebook・

Twitter・Youtube・EVERNOTE のような便利なサー

ビスにアクセスして利用できる 

教材として必要な要素を電子書籍の中にポータル

化することが、私たちが CHiLO Book と呼んでいる電子

書籍の発想である。 

 

Our CHiLO Book Solutions 

 
CHiLO は Creative Higher education Learning 

Online course の略で CHiLO Book と呼んでいる。その

CHiLO Book の特徴を紹介する。 

CHiLO Book はただの電子書籍ではない。ビデオや

音声、パワーポイントのような要素が入る。また人が繋

がるのに重要なツールであるソーシャルメディアと繋が

る。そしてアカデミックアクセスマネジメントフェデレーシ

ョン、所謂学認と繋がることによって、本人認証・本人

特定が出来る。さらに、ソーシャルメディアポータル、さ

まざまなインターネットのクラウドサービスにアクセスする

ことが出来る仕掛けになっている。ここで、コンセプトモ

デルとして作ったビデオをご覧いただき、実際にどのよ

うなものなのか見ていただきたいと思う。 

まず自分の学びたい書籍を選んでダウンロードする。

すると自分のタブレットの本棚に書籍が入る。それを開

くとコースに参加することが出来る。その中にはテキス

ト・ビデオ・映像・画像・Moodle の小テストと繋がってい

るクイズがあり、Web のリソースを取ってきて学習ができ

る。さらに、そこから学認を通して Moodle に入ると、そ

の中には自分、この書籍で学んでいる人、教えている

先生がリストで出てきて、世界中で先生達が教えている。

そこで学んだ人たちは評価・コメントを出すが、それが

自分のポートフォリオで、この教科書はこのようなクラス

メイトと学んだという SNS の要素が埋め込まれている。

以上が CHiLO Book のコンセプトモデルのビジョンであ

る。これを実装し、基本的なサービス提供を開始すると

ころである。 
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実装 

 
どのようなインフラで動かしているのか簡単にご説明

する。 

まずデバイスとしては、iPad に限らずモバイルタブレ

ットをインターフェースとしてターゲットとする。LSOC

（Large Scale Online Course）のプラットフォームとして

は、まず電子書籍がそのインターフェースとなるアプリ

になる。その裏のアプリケーションは LMS になるが、そ

の LMS は Moodle を束ねたような構造をとっている。束

ねたときの窓口として Moodle HUB を一層噛ませる。そ

このバックボーンとして学認の認証がある。それが

LSOC のプラットフォームとなる。 

さらに、電子ブックからはネットアクセスが出来るので、

学認のクラウドサービスや HPCC、Internet2、SINET、

その他の Web リソースにアクセスすることができる。その

ようなコンセプトのインフラを考えている。 

 

CHiLO Book 

 
実際にどのようにして CHiLO Book をダウンロードし

て学習するのかについての流れだが、まず、Moodle 

HUB で自分の学びたい教科書・テキストをここで探す。

その後、学認を経由してログインして Moodle に入り、

CHiLO Book をダウロードする。ダウンロードされた

CHiLO Book はタブレットの本棚に入るので、自分だけ

の本棚を作り、CHiLO Book を管理する。そして、本棚

から CHiLO Book を開いて学習する。学習する際、ここ

までで終ってしまえば現在巷に出ている電子書籍で終

ってしまう。インターネットを介してラーニングアプリケー

ションがどんどん提供され、小テスト・Q&A といったもの

を、Moodle 側から API を介して電子書籍の中に出して

いくという事例は後でご紹介したい。また、この中で学

んでテストを受けたものは成績がそのままここの Moodle

に反映される仕組みになる。 

実際に既に稼動しているものを使って今の流れをご

紹介したいと思う。URLを開くと Moodle HUB の画面が

出てくるが、ログインせずに見られる画面になっている。

そこで、何を学びたいのかを選ぶ。Search するとそれに

該当する CHiLO Book がリストアップされていく。日置

先生の分をもう少し勉強してみたい場合、ここでサイト

に進む。ここから、Moodleに学認を経由して認証する。

本人であることが認証され、コンテンツのダウンロードが

可能になる。1 つの書籍は回線の通信制限もあるため、

時間にすると 15 分ぐらいに編集された書籍をダウンロ

ードして自分の本棚に入れていく。この書籍を開いて

日置先生のコースを受講する。それぞれ分野によって

違うが、動画とスライドが入っていてそれが繋がっていく。

この動画はナノレクチャーという概念で、1 分程の長さ

に収められ、1 ページを構成している。文字でいうと 800

字ぐらいになる。試行錯誤した結果このようなスタイル

に落ち着いている。 

これだけではただの電子書籍なのでクラウドの入口が

付いている。電子書籍で学習している人たちが先生と

ノートや情報を共有できるシステムを、既にあるものを

使おうという発想で、まずは EVERNOTE を埋め込んで

みた。実際に動作するところをお見せしたいと思う。今、

共有しているノートには何も書き込まれていないが、堀

さんが先生として写真をアップロードする。それぞれの

ページに EVERNOTE のページをリンクさせているので、

システムを裏に組み込まなくても利用することができる。

EVERNOTEならEVERNOTEの使い方をしていただけ

れば良いと思う。 

そして最後に小テスト。学認に入りテストを受ける。こ

れは Web に URL を入れなくても、書籍の中にこの書籍

に関連するテストとして埋め込まれているので、成績も
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This work is licensed under a Creative 
Commons Attribution 3.0 Unported License.  

きちんと Moodle の中で管理する。これをこれから実際

にリリースする。 

 

課題・計画 

 
ここからはさらなるインタラクティブの課題と計画とい

うことで、先ほどの LSOC（Large Scale Online Course）、

100 万人規模の学習者に対しての新しい教育基盤・安

定的なオンラインコース・効率的な仕組みを実現するた

めに、色々なクラウドサービスの API と絡めたいと思っ

ている。 

次にコノスール制度。コノスールとは目利きという意

味だ。テキストで学んだ人が次に先生となってどんどん

伝えていくという所謂マルチビジネス（商法）のような発

想で、コンテンツを介してどんどん派生していくような仕

組みを考えている。自由に配布して先生を増やしてい

く。そして、それが人間的な繋がりの広がりだけではなく

て、地理的な広がりにどんどん発展させていくことは

SNS の世界では当たり前の例だが、そのような仕組み

を使って Large Scale Online Course を実現したいと考

えている。 

もう一つ、最後の課題として、現在は iPad・iBooks だけ

に対応しているが、ePub・HTML5 をベースにしている

ので、今後はそれらをもっと活かして Android や

Windows mobile、Windows タブレットに発展させてい

きたいと考えている。 
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TIES におけるオープンエデュケーションの取り組み 
NPO 法人 CCC-TIES 副理事長 小野成志 

 

TIES におけるオープンエデュケーションの取り組み 

 
私は、CCC-TIES において CHiLO プロジェクトの責

任者を務めている。このプロジェクトの取り組みについ

て本日ご紹介をしたい。 

 

Agenda 

 
まず、これまで TIES はどのような成果を上げてきた

か、次に課題は何で、それに対して我々はどのように

取り組んできたのかについて報告し、最後に今後の開

発見通しについて報告することとしたい。 

 

TIES の成果 
1996 年、TIES はまだ e ラーニングという言葉が無い

時代から活動してきた。1996 年における活動は、世界

的に見ても非常に珍しいのではないかと思う。この

TIES は、最終的には、最大で 83 大学、30,000 人の学

習者を擁するまでに成長した。 

 
 

TIES の課題 

 
しかし、これは過去の栄光であり、私が CCC-TIES の

副理事長を引き受けることになったときには既にマイナ

ス成長の段階に入っていて、システムの限界もあった。 

そこで、我々は、失うものもあるかもしれないが取り返

えせるものもあるから 1 度サービスをお休みしてこの 1

年間で出来ることをやることを決定し、TIES は 1年間休

眠することになった。その 1 年間でどのようなことをした

のかが本日の私の話である。 

 

大規模オンラインコースの研究 
まず、1 年間の休眠をしようと思った矢先にアメリカで

大規模オンラインコース MOOC がブームになった。 

 

MOOCは 2008年から始まった活動と行って良いが、

この 2012 年は MOOC of the year と呼ばれるほど大き

なインパクトがあった。2012 年 4 月には、一挙に
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Udacity、Courcera、Edx という今ではみなさんがよくご

存じの 3 つの MOOC が営利企業として立ち上がった。

そこから、わずか数ヶ月のうちに急速な広がりを見せ、

遂には大きなムーブメントになったというのがこの 1年間

の動きだったと思う。 

我々は、2012年当初から、これらのMOOCに関心を

抱いた。我々は調査の結果、ここ１，２年のうちには日

本にも大きな影響を与え、やがては、今後の TIES の存

亡にも関わると判断した。 

 
 

Large Scale Online Course の対象 

 
MOOC は 2008 年に、カナダで 150 万人の聴講者を

集め、評判となった。この時代においては、講義のため

に特に新しいアプリケーション等を開発したわけでは無

く、Facebook、Moodle、Wiki、セカンドライフなど既存

のものを上手く組み合わせて 1 つの授業を行ってい

た。 

それを横で見ていたスタンフォードや MIT が先の

Udacity や Coursera そして edX などを立ち上げた。こ

れらの LMS やアプリケーションは独自に開発された。 

最初の MOOC の人たちも、後の 3 つのグループの

人たちも、大規模なオンラインコースの中で展開してい

くことを、考える余裕が無いものを走りながら考えていっ

たと考えられる。 

我々は、これらの MOOC の動向から、スライドのよう

な大規模オンラインコース（LSOC）のモデルをまず構

築した。このモデルでは、一番下の層には高速インタ

ーネットがあり、その上の階層にそれなりのパフォーマ

ンスのコンピュータがいる、そしてさらのその上の階層

には、ユーザ認証、アプリケーションやユーザインター

フェースがある。 

このうちユーザ認証については、Coursera でも最初

に問題になったようだ。学生に単位を与えるのにどのよ

うにして本人同定するのかはオンラインコースの上で大

きな問題であり、それを解決するための色々なアプリケ

ーションを開発したキーボードタッチの癖をモニタして、

受験している人の同定するためのシステムにかなりお

金をかけているのが Coursera の自慢の一つだ。しかし、

そうではなく、学認のようなきちんとしたトランストフレー

ムワークを使えば、もっと低コストで美しい解があるので

はないかと考えている。 

 

Global Education Market 

 
ただ、我々NPO が教育産業の中で生き残れるかどう

かという問題を考えた際、経済的に大きな壁があること

も我々の調査は示している。 

このグラフは、世界の教育市場順位をグラフにしたも

のである。この基となっているデータは、10 年間でどれ

くらいの教育市場が成長したのかを示した物だった。そ

のグラフでは、発展途上国は成長率が高く、当然のこと

ながら教育産業の成長率も高い。反対に先進国では

成長率は全体に鈍い。我々は、その差を吸収した上で

マーケットの成長を比較してみることにした。そのため

にエデュケーションのマーケットの成長率をGDPで割る

とどうなるのか調べた。このグラフ平均より少し下の「１」
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とあるラインが GDP と同じ成長率であることを示してい

る。 

それよりも急速に成長しているものが 1 よりも上という

ことになる。世界 114 カ国の平均は 1.1 ぐらいになって

いるので、教育投資は、世界的な傾向としてGDPよりも

多く投資されている。 

グラフにはピンク（発展途上国）とブルー（G21）が交

互に現れてくるが、一番端のオランダは特殊事情があ

って非常に高い率になっている。二番目は USA で、次

にイラク・スペインと並んでいる。この傾向を見ると平均

の近辺にある国は、スウェーデン・ポーランド・中国・フ

ランスであり、中国は 1 を超えているが、フランス・ロシア

あたりから 1 を割り込み、インド・ブラジル・ベトナム・オ

ーストラリアと落ちていって、大きく落ち込んだところに

残るのはただ 2 カ国でナイジェリアと日本である。 

つまり、日本で教育産業だけで、ましてやNPOとして

生き残って行くには辛い状況がある。 

 

世界のオープンエデュケーション 

 
次に、世界のオープンエデュケーションの歴史を学

んでいく中で分かったことがある。アメリカでは 2001 年

に Fathom というコロンビア大学が作ったプロジェクトが

あったが 3 年で潰れた。投資額 150 万ドルに対し売り

上げが 1 万ドルも無いという悲惨な結果に終わった。 

このようなものが商売になるはずが無いというのがそ

の後の長い間の経験で、その後に OCW と OER が出

来たが営利では無くフリーなコンテンツ流通の活動だ

った。2006 年に Kahn Academy が評判を取りビル・ゲイ

ツ財団の支援を受けたが、これもビジネスモデルではな

いとはいえ、これからのビジネスの可能性を感じさせる

活動であったといえる。その後に 2008 年に MOOC が

登場した時には、ここまでアメリカで脈々と続いていたも

のが漸く表舞台に登場してきたということも言える。

MOOCはある日突然登場したわけでも無く、そこでのビ

ジネスモデルも付け焼き刃では無い 

 

日本のオープンエデュケーション 

 
一方日本でのオープンエデュケーションの歴史は、

非常に乏しい。 

TIES も SOI（School of Internet）もオープンエデュケ

ーションの世界的な草分けといって良いが、SOI の方

は、そもそもの動機が、インターネットをアメリカと日本で

繋ぐ実験として授業を行ったにすぎない。ネットワーク

のためのインターネットスクールのようなものを 1997 年

にやっていたがそれ以上には発展しなかった。 

その後は JOCW しか無いという状況では、教育市場

の投資規模の小ささと並んで、我々NPO にとっては、

辛い状況と言わざるを得ない。 

 

PPM for Education 
 そこで、Product Portfolio Management という手法で、

オープンエデュケーションにおける TIES の位置づけを

検討してみた。 

オープンエデュケーションは 2012 年度から Problem 

Child（問題児）の中に位置していて、Star（花形）にな

ろうとしているという位置づけだと思う。我々の TIES は 1

年お休みしたこともあり、Dogs（負け犬）のエリアにある。

先ほど言った Fathom の例からも分かるように、e ラーニ

ング自身も既にビジネスとして終わっているという意味

で Dogs に位置する。情報教育も世界的に見ればもは

や Dogts のフェーズに来ている。かつては情報教育は、

Star（花形）であり、やがては Cash Cow（金のなる木）の

エリアを経て非常な成功を収めたのだが、その成功故

に、プロダクトサイクルを終えて Dogs になったと言える。 
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プロジェクトマネージメント学会 

 
以上のような調査研究と TIES の位置づけを確認し

た上で、我々のプロダクトを構築することにした。 

プロダクト構築にあたり、カンファレンスでの発表を平

行して行う事とした。これはカンファレンスにおいて、世

界の意見を聞き、我々がプロダクトを売り込むため活動

にもなると考えたからである。 

最初のカンファレンスでの発表は、プロジェクトマネ

ジメント学会が開催した Promac 2012 である。この発表

では、e-Portal2.0 という新しいコンセプトを紹介した。

e-Portal2.0 とは、Web2.0 はもう古い、我々がやるのは

Web2.0 の上を行くものだとしゅちょうしたかっただめで

ある。つまり e-Portal1.0 がいわゆる Web2.0 で、

e-Portal2.0 では、CHiLO Book は、新しいブラウザであ

るという主張を行った。 

 

E-book by GakuNin 
この Promac2012 での発表では、eBook と学認の組

み合わせ、様座生コンテンツにアクセスするという非常

にシンプルな構造をとっていた。 

 
 

Open Education Infrastructure 

 
また、CHiLOBook は、eBook と Micro Lecture という

組み合わせになることが示されていた。 

 

インターネットコンファレンス 2012 

 
次に、国内の研究者からの意見をもらうために、イン

ターネットカンファレンスでポスター発表した。このポス

ターの絵が、実装に関してもっとも明確になった一番最

初の絵であり、この段階で、自分達がやろうとしていた

ことのイメージは少し出来てきたかと思う 
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スタンフォード大学調査 

 
もう一つ、我々が今の成果を出すのに大きなインパ

クトがあったのは、スタンフォード大学への出張調査で

ある。これは大学評価・学位授与機構の土屋先生の紹

介によるものである。 

まず Coucera にお伺いし、創業者のアンドリュー・ン

グ氏のインタビューを行った。次にスタンフォード大学

ではミッシェル・スティーブンスとエイミー・コリエの 2 人

にインタビューをした。このときは全く気がつかなかった

が、やがてこの二人はスタンフォードでのオープンエデ

ュケーションの舵を大きく切ることになった。 

 

2013 TIME 100 
Coursera の創設者であるコラー氏、ング氏について

はご承知だと思うが、今年のTIME 100に選ばれている。

だが、正直言って少し疑問に思ったことがある。今回は

その点をインタビューしてきた。 

ング氏に Coursera はどのように成り立っているのかと

言うと、「ファウンデーションが 600 万ドルぐらいお金を

だしてくれた」とのことで、600 万ドルのお金を出してく

れるのは有難いが、どのようにして借金を返すのかが皆

の謎だった。履修証明書だけを 1 枚 30 ドルで売って

600 万ドル返すのは大変だと思うので、どのようにする

のか関心があったのだが、ング氏は全く関心がなくて驚

いた。実は後で出てくるが、コラー氏が色々なことを考

えているということが分かった。 

 

Stanford to collaborate with  edX to develop a 
free, open source online learning platform 

 
もう一つ、Coursera はスタンフォードで出発してスタン

フォードの教員が運営しているから、当然スタンフォー

ドはそれを使うと思っていた。 

しかし、その時のミッシェル・スティーブンス氏の反応

がネガティブであった。我々が帰国して一月後、彼らは

Coursera を捨てて Edx に入ることを宣言した。つまり、

MIT と一緒にやることになった。 

この 1 月の以降のアメリカでの MOOC の動向は非常

に複雑である。1 つはニュースになったが、リトルアイビ

ーのトップにあるアマースト大学が MOOCs を受け入れ

ないということ。また、随分前からカリフォルニア州が

Udacity を入れることになっていたが、教員たちが、自

分たちの失業の危機を前にして抵抗し始めたということ

である。 

これらの動向はこれからの MOOC の活動を非常に

流動的な物にしているのでは無いかと思う。 

 

高等教育機関の解体 
また BBC で少し前に出た高等教育機関の解体とい

う議論にも触れておきたい。イギリスはMOOCに完全に

乗り遅れたので、大学が無くなるという記事がこれであ

る。 

しかしその後、Open University が FutureLearn という

MOOC を立ち上げることになり、英国の状況もまた流

動的になっている。 
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CSEDU2013 

 
最近のカンファレンス参加は、ドイツで開催された

CSEDU2013 であった。ここの発表で、CHiLO Book の

コンセプトは基本的には完成したものと考えている。 

 

CHiLO Books Classify Educational Resources in 
WWW 
CHiLO Book では、自分達の独自のリソースだけで

はなく、最初の cMOOC のときと同じように使えるものは

使う、さまざまなコンテンツを、CHiLO Book に載せる。

最初の素朴な絵から、段々この図のように実装できる

絵になってきた。 

 

 
 

Device and the Structure of Online Courses 

 
このカンファレンスでは、もう一つ、電子ブックを使う

上での違いとして、Web のようなツリー構造ではなく、電

子ブックでは第 1 章・第 1 節を読み、飛ばして第 3 章を

読むことが出来る、フィッシュボーン構造についての発

表も行った。 

このような構造は、タブレットなどのモバイル端末には

非常に適合する。Web のようなツリー構造はモバイル時

代には、時代遅れのものとなる。 

 

Component of the CHiLO Book Platform 
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Obstacles Facing Japanese MOOCs 

 
米国でもそうであるように、日本でも教員の雇用問題

や、大学の消滅という問題もはらんでいる。 

だからといって、日本語という非関税障壁に教育が守

られているという状況に甘んじていていいのだろうか 

今作られている CHiLO Book は、ほぼこの図のような構

造になっている。 

 

Galapagos Syndrome 

 
もう一つ、九州で行われた国際カンファレンスでの発表

も紹介しておきたい。ここでは、日本の教育のガラパゴ

ス性について、発表してきた。意志決定が遅く、世界の

動向にも反応が遅いとなると、黒船来襲に耐えられな

いかもしれない、という懸念を表明した物である。 

 

About the MOOCs 
日本にも我々にも、チャンスは無いわけではない。

我々はお金が無くてビジネススピードも遅いという弱み

はあるが、チャンスも沢山ある。その中でこれから向か

っていかなければならない先を決めて行けば良い。 

 
 

収益モデル 

 
最後に、肝心の収益モデルについて触れておきた

い。今まで TIES が、助成金に頼ってきたことは中期計

画の中でも我々の最大の反省点である。過去１０年で

の TIES の活動費の 6 割以上が助成金で、3 割は帝塚

山大学が出費していた。これをどのようにして改善する

のかが課題である事は当然のことである。 

決定的なアイデアはまだ無いが、一つは履修証明

書の発行である。これは Coursera 等の MOOC は皆や

っている。しかし、これは受講者の母数が大きくない限

りお金にならないことが明らかなので、これをどのように

して展開していくのかということである。 

さらに、もし受講者が本当にある程度の母数になれ

ば別の収益も出るも検討できる。特に Coursera は、日 

本で言う教員免許更新のようなことを一手に引き受け

て、毎月 20 万ドルずつ稼いでいる。そうした教員の再

教育にも使える。大学に売るときはタダではなくてお金

を取るというやり方もある。良いコンテンツさえあれば、

それも可能であろう。以上は、我々のアイデアではなく

て残念ながらすべて Coursera のアイデアである。 

少し生くさい話だが、このようにお金を稼げれば良い

なと今考えているところである。 
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